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ちょっと出かけてみませんか?

「市民文化祭」秋のよそおい
秋は、文化・美術・スポーツ・昧覚など一年のうちで
もっとも実りのある季節です。

市内の各種団体やサークル、グループで活動をしている皆さんが
日ごろの成果を披露する催しがたくさん予定されています。
皆さんもご家族、お友達と一緒にお出かけになってみてください。

新しい文化にふれることで新しい自分が発見できるかもしれませんよ!

11/40 
市制60周年記念事業

第10固原目指&シティ・
スウィンガーズ・コンサート

@施@ゐ.. .. 

-出演者:原田靖&シティ ・スウィンガーズ
.ゲス ト:石田浩正 (ケーナ)

小山由希子 (ボーカjレ)
演:大村混声合唱団、ガールスカウ卜長崎県

第7団、ビ、ック・カントリー・ジャズ・オ ケス卜ラ

[入場料]全席自由
大人一…………….3，000円 (当日3，500円)
ベア……………ー・5，500円 (前売り のみ)
小・中・高校生……500円 (当日600円)

[チケッ ト販売所]

浜屋百貨店大村庖 ・長崎浜屋プレイガイ ド-

ミュージッ クスホ ンダ ・市文化課・コミセ ン ・

市民会館・シーハ ッ トおおむ ら ・中地区公民館・

市立図書館 ・各出張所

小山由希子石田浩正原因 靖

-共

ら10h私ら。b.
三
彩
の
里
秋
の
陶
器
ま
つ
り

O
午
前
9
時
j
午
後
5
時

。
催
し
物
窯
出
し
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

(
7
目
、
午
後
2
時
j
)

利
用
者
作
品
展
示
即
売
・
伝
統
工
芸
「
長
崎
三
彩
」
展
示
即
売
・
陶
芸
教
室

楽
焼
・
ろ
く
ろ
体
験
・

地
域
特
産
品
即
売
・
飲
食
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

国
三
彩
の
呈

(宮
@
8
8
3
3
・
E
@
8
2
9
4
)

第
9
回
大
村
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

。
午
後
2
時
開
演

。
市
民
会
館

。
入
場
料
無
料

固

熊

(宮
@
1
3
3
3
)

第
什
回
郡
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

。
午
後
2
時
開
演

。
市
民
会
館

。
入
場
料
無
料

田
中
村
(
宮
⑮
8
3
1
8
)

第
包
囲
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り

。
会
場
コ
ミ
セ
ン
全
館
田
中
央
公
民
館
(
宮
@
3
1
6
1
)

第
初
回
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
ま
つ
り

O
午
後
1
時
j

4
時

O
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

。
展
示
紙
粘
土
で
作
っ
た
小
物
等
・
専
正
池
坊

O
実
演

。
茶

会

表

千

家

固

商

工

課

(

内

線
2
4
1
)

第
竹
田
玖
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

。
午
後
1
時
初
分
開
演

。
市
民
会
館

〈〉
入
場
料

無
料

国
斉
藤
(
宮
@
3
4
0
1
)

第
位
田
市
民
音
楽
祭

。
午
後
1
時
初
分
開
演

。
市
民
会
館

。
入
場
料
3
0
0
円

。
出
演
種
目
邦
楽
の
部
・
合
唱
の
部

・
器
楽
の
部
・
個
人
の
部

国
大
村
市
音
楽
団
体
協
議
会
(
包
@
4
1
1
1
内
線
1
4
5
)

老
人
教
養
請
座
作
品
展

。
午
後
2
時

O
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

。
展
示
品
家
庭
園
芸

・
書
道
・
俳
句
・
生
け
花

田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
宮
@
1
3
5
2
)

第
げ
回
西
大
村
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

。
午
後
1
時
却
分
開
演

。
市
民
会
館

。
入
場
料
無
料

国
北
嶋
(
岱
@
3
9
2
1
)

盆
栽
展

。
午
前
9
時
i
午
後
6
時

(6
日
は
午
後
4
時
ま
で
)

O
コ
ミ
セ
ン
固
コ
ミ
セ
ン

(宮
@
3
1
6
1
)

市
美
術
展
覧
会

。
午
前
9
時
j
午
後
6
時

(
6
日
は
午
後
4
時
ま
で
)

O
コ
ミ
セ
ン
固
コ
ミ
セ
ン
(
宮
@
3
1
6
1
)

国主塑
コ前面Z

-4ぃ
二をけ
gTば
?時な
日展
セ

第
市
回
桜
が
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

。
午
後
2
時
開
演

。
市
民
会
館

。
入
場
料
無
料

固
辻
(
宮
@
1
1
6
6
)

国主塑
コ前恒三

丹署
d去
⑭ 4 
3時

6<> 
1コ

セ
/ 

。
二
席
6
0
0
円

第
叩
回
原
因
靖
&
シ
テ
ィ
・

ス
ウ
イ
ン
ガ
l
ズ
・
コ
ン
サ
ー
ト

。
昼
の
部
・:
午
後
1
時
開
演
夜
の
部
・:
午
後
6
時
開
演

。
市
民
会
館
国
文
化
課

(内
線
3
6
9
・
3
7
2
)

<><>重罰
本午空空

里史花
蕩ザ展
固牛
文後
化 6
課時

内 4
線日
3は
6午

)中

10/130150 
第22回コミセンまつり
コミセンで定期的に活動しているクループが 日ごろの

成果を発表します。多数の見学をお待ちしています。

|展示発表の部110月13日(土)"'15日(月)
中国語 ・俳句・川柳 ・油絵・水彩画・水墨画・写真・ちぎり絵 ・
木彫・ 押し花 ・布の花・革工芸・紙粘土・ 日本人形 ・
パッチワーク・書道・ぺン習字・華道・フラワーアレンジメント等

|舞台発表の部110月13日(.:t.)・14日(日)
ウクレレ・合唱・尺八・大正琴・剣舞・詩舞・民踊 ・日舞 ・民謡・
芙会話・モダンバレ工・フラタンス ・エアロビクス ・健康体操・
太極拳・カラオケ・バンド等

・会場 :コ ミセン全館 (シーハットおおむら内)
圃主催 :中央公民館利用グループ代表者連絡協議会

-2-

バ
ン
ド
演
奏

.， 

⑧@ 
国主き
コ前三E
ミ10・7・
セ時ヲF
ン.-ご

82去
t@5 
3時

6<> 
1コ

セ
，〆

h
調

第
氾
回
舞
台
芸
術
祭

aH

・0
午
後
往
時
初
分
j
午
後
4
時
初
分

1

0入
場
料
3
0
0
円

。
出
演
団
体
詩
吟
・
日
舞
・
謡
曲
・
華
道
吟
・
民
踊
・

歌
謡
・
大
正
琴
・
民
謡

国
文
化
課
(
内
線
3
6
9
)

。
市
民
会
館

@福島

国主墾
文前直面
化 9.-.. 
課時国王

内 午
線後

6時)。
労
働

館

3 
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別
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク
に

U
県
の
施
設
設
置
を

ー
県
知
事
に
要
望
書
を
提
出

|

甲
斐
田
市
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
馬

場
市
議
会
議
長
な
ど
関
係
者
幻
人
が
県

知
事
を
訪
ね
、
長
崎
県
衛
生
公
害
研
究

所
に
代
わ
る
「
長
崎
県
衛
生
環
境
研
究

セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
」
を
大
村
ハ
イ
テ

ク
パ
ー
ク
に
設
置
し
て
も
ら
う
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。
市
長
は
、
県
央
に
位
置

し
交
通
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、
県
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
県
の
機
関
や
ハ
イ

テ
ク
関
連
企
業
が
立
地
し
て
い
る
こ
の

地
の
優
位
性
と
効
果
を
ア
ピ
ー
ル
。
こ

れ
に
対
し
て
県
知
事
は
、

P
F
|
方
式

(
公
共
施
設
を
民
聞
が
建
設
し
、
自
治

体
が
借
り
る
方
式
)
の
検
討
を
し
て
お

り
、
調
査
費
を
補
正
予
算
に
組
む
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

m
M

力
士
た
ち
が
大
村
に
や
っ
て
く
る

!

|

大
相
撲
大
村
場
所
の
開
催
を
発
表

l

言館
屋が
f京 電~
セ ~

4 

大村市制 60周 年 記 念

E六補様式柑場鯖鵠奮発表会

抱
月
2
日
旬、
ン
1

ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
で
、

大
相
撲
の
冬
巡
業
大
村
場
所
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
中
立
親
方

(元
両
国
間
)
が

記
者
発
表
の
た
め
に
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
制
施
行
印
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と

つ
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
出
迎
え
た
甲

es
斐
田
市
長
は
「
名
力
士
玉
の
海
や
プ
ロ
レ
ス

!
で
有
名
に
な

っ
た
力
道
山
を
生
み
育
て
た
こ

匡
の
地
で
、
力
強
い
取
り
組
み
が
繰
り
広
げ
ら

阿
れ
る
こ
と
は
と
て
も
楽
し
み
で
す
」
と
歓
迎

冒
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
中
立
親
方
は
、

・
「
相
撲
の
妙
昧
を
昧
わ
う
に
は
朝
げ
い
こ
か
ら

汁
見
て
く
だ
さ

い
」
と
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

園
の
来
場
を
P
R
し
ま
し
た
。

全
面
建
て
替
え
を
進
め
て
い
る
国
立
病
院
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
で
入
院
用
新
館
が
完
成

し
、
記
念
式
典
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
建
物
は
、
地
上
旬
階
、
地
下
1
階
で
、
国
立
病
院
で
は
初
の
阪
神
大
震
災
ク
ラ
ス

の
揺
れ
で
も
医
療
機
能
が
維
持
で
き
る
免
震
構
造
を
採
用
。
ま
た
、
病
床
数
6
5
0床
、

手
術
室
叩
室
な
ど
を
備
え
、
館
内
の
各
施
設
に
は
最
先
端
の
医
療
施
設
を
完
備
し
て
い
ま

す
。式

で
は
、
厚
生
労
働
省
や
県
、
近
隣
自
治
体
な
ど
関
係
者
1
8
0名
が
出
席
す
る
中
、

甲
斐
田
市
長
は
、
「
こ
こ
大
村
に
、
最
先
端
医
療
施
設
が
充
実
し
た
医
療
セ
ン
タ
ー
が
完

成
し
た
こ
と
は
、
わ
た
し
た
ち
市
民
に
と
っ
て
と
て

も
安
心
感
が
増
し
、
く
ら
し
や
す
さ
に
つ
な
が
る
も

の
で
す
。」
と
あ
い
さ
っ
し
て
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
前
日
の

8
月
但
日
に
は
、
こ
の
建
物
の
消

火
・
救
助
訓
練
が
あ
り
、
大
村
消
防
署
員
や
消
防
団

員
な
ど
計
1
8
0人
と
消
防
車
な
ど
車
両
お
台
が
参

加
し
ま
し
た
。

平成13年度

全園地域安全運動
10月11日-..20日までの10日間

事件や事故、災害等が起こ りやすい環境
を改善して、安全で住みやすい街にする
には地域の皆さんの力が必要です。

大村市連合防犯協会・大村警察署



畑
英
語
力
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
へ

!

l
英
語
指
導
助
手
が
着
任
の
あ
い
さ
つ
!

英
語
力
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
大
村
市
で

は
、
す
で
に
昨
年
か
ら
活
躍
し
て
い
る
サ
マ
ン
サ
・
デ
ュ
ハ
ー

ス
ト
さ
ん
に
加
え
、
新
し
く

5
人
の
英
語
指
導
助
手

(
A
L
T
)

を
招
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
さ
っ
そ
く

9
月
4
日
か
ら
、
市
内

の
子
ど
も
た
ち
に
生
き
た
英
語
の
指
導
を
始
め
ま
し
た
。
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
自
然
豊
か
で
住
み
よ
い
大

村
市
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。

大
村
湾
の
浄
化
を
訴
え
た
活
動
を
実
施

「
大
村
湾
を
き
れ
い
に
す
る
会

(会
長
甲
斐
田
市
長
こ
で
は
、
ふ

る
さ
と
の
き
れ
い
な
海
や
川
を
子
ど
も
た
ち
に
残
し
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
日
ご
ろ
い
ろ
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

サマンサ・デュハーストさん
(オーストラリア)

ミシェル・パスク ッチさん
(アメリカ)

ヴィ工ッタ・ハ ッチンソンさん
(アメリカ)

9/2 
大
村
湾
沿
岸

斉
清
掃

さ
わ
や
か
な
秋
の
気
配
も

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

早
朝
に
、
多
く
の
市
民
が
大

村
公
園
に
集
ま
っ
て
、
沿
岸

の
清
掃
に
汗
を
流
し
ま

し

た
。
空
缶
・
空
ビ
ン
や
紙
く

ず
、
流
木
な
ど
が
た
く
さ
ん

拾
い
集
め
ら
れ
、
1
時
間
ほ

ど
で
海
岸
は
み
る
み
る
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。

β
大
村
湾
沿
岸
一
周
陸
上
パ
レ
ー
ド

nu 
大
村
湾
を
取
り
巻
く
住
民

に
大
村
湾
の
水
質
浄
化
を

P

R
す
る
た
め
の
陸
上
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
約
制
団
体
、

1
0
0
人
の

参
加
者
が

3
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
て
車
両
に
分
乗
し
、
各

市
町
村
を
回
っ
て
キ
ャ
ン

ペ

ー
ン
す
る
も
の
で
、
市
役
所

玄
関
前
で
甲
斐
田
市
長
の
激

励
を
受
け
た
参
加
者
は
、
元

気
に
目
的
地
へ
向
け
て
出
発

し
て
行
き
ま
し
た
。

、~、、~一、
、、~、

-Eヨ面匝宣言a・
.官製はがき・ 封書

・ 「市民の声ファ ック スJFax54-6600 .Eメール

(kouhou@city.omura.nagasaki・jp)
・ 「市長さんこんにちは」

(投書箱:市役所、各出張所に設置)

などを利用して次の事項を記入のうえ、

送って く だ さ ~'0 
①質問事項 ci住所 ・氏名・電話番号

-IÞAI~宮耳語瞳諸君画面・

〒856-8686 玖島 1丁目25番地

大村市役所秘書広報課内 (内線204)
「市長さん lはいつ IJ係

5 

f 、 中心商庖街の活性化を
1-I駅 前 面百街のア ーケ ー ドが昼 間でも何とな

1 屯Lく暗く、ま た無料駐車場がなく不便 に思い

z- ます。 アー ケ ー ドが元気になるまちづく り...1 " をしてく ださい。

ノ曹、，

私がお答えします

et小都市の中心市街地活性化は全国的な課題にな
っており、大村市でも昨年4月に策定した f大村市中
心市街地活性化基本計画Jに基づいていろんな取り
組みをしています。ご指摘の点、についても協議を重
ねていますが、改修・建て替え費用の資金をどうす
るか、イ也の個人駐車場との関係をどうするかなどの
問題があります。アーケード内の 「まちかど研究室」
では、毎月第3木曜日の午後7時から、自由にまちづ
くりについて意見を交換していただく公開委員会を
開いていますので、今後も遠慮なくご意見をお寄せ
ください。

大
村
市
長

8
1
美
@
司
乏



行政らしれぼれ

美しいまち大村を守りましょう
~大村市不法投棄対策協議会発足~

後を絶たないゴミや空き缶、車両などの不法投棄に歯止めをかけるため、警察、消防署、消防団、郵便局、保

健所、土木事務所、廃棄物協会、町内会連合会、保健環境連合会、大村市の10団体で「大村市不法投棄対策協議

会jを組織し、 8月21日、初会合を開催しました。

会長に金子異澄大村市保健環境連合会会長を選出後、大村市の不法投棄の現状について意見交換を行い、協議

会として今後、これまで以上に市民のモラル向上を訴えるとともに不法投棄根絶に向けた監視活動を強化するこ

となどの申し合わせを行いました。

空き缶やタイヤなどの不法投棄ゴミは、市などが回収しただけでも、平成11年度が約14トン、 12年度が17.6トン

と年々増加し続けているのが現状です。

市民の皆さん、不法投棄の現場または不法投棄をしている人を見かけたら、ぜひ通報をお願いします0

.問い合わせ 環境保全課(内線142)

長崎県美しいふるさと推進大会開催

県民の環境美化に対する関心を深めるため、県民参加による 「長崎県美しいふるさと推進大会Jが開催されます。

日 時 10月6日目 午後 1時30分-4時

場 所 アルカス佐世保(佐世保市三浦町)

内 容 環境美化功労者の表彰式、講演など .問い合わせ 環境保全課(内線142)

環境美化功労者を表彰
大村市保健環境連合会では、 8月5日、永年にわたり大村市の環境美化推進にご尽力された個人 ・団体の方々

に対して「環境美化功労者表彰」を行いました。表彰を受けられた皆様の今後ますますのご活躍を期待するとと

もに、私たち一人ひとりも身近な環境美化を心がけましょう。

[個人の部] 小川 ソメ(小路口町)

梶原富美子(片町)

片倉 己助(富の原 2丁目)

野田 学(大川田町)

森林 文(西三城町)

{団体の部] 鈴田第一親老会

平町大舟尾班

富の原 2丁目長寿会 ※敬称略

6 



行政らしれぼれ

10月 15日 ~21 日は「行政棺談週間j
あなたの声をお聞かせください 巡回行政相談を開きます

毎日の暮らしの中で役所など、の行政機関が行っている仕事についての意見や苦情、要望などはありませんか。

このようなときは「行政相談」をご利用くださ p。

相談は、口頭、電話、手紙などでも結構です。相談は無料で秘密は固く守られますので、お気軽にご相談くだ

さp。

0巡回行政相談(午前 9時一正午)

10月16日(刈 西大村出張所相談員:伊地知克幸 (ft@69 8 8) 
17日(剥 鈴田出張所 相談員:森 博子 (ft②64 4 2) 
17日同 竹松出張所 相談員 :西畑直子(包~ 3811)

※市役所の市民相談コーナーでは、毎月 l回第 2木曜日に定例行政相談を無料で、行っています。

.問い合わせ 秘書広報課(内線204)

中地区調理場に
f自動割卵機jを設置

8月27日、県内で初めて中地区調理場に、 (株)ミタカ

電機が開発した 「自動割卵機」を設置しました。

この機械は、ダイヤモンドカッターで殻を切断し中

身を取り出すことから、卵のかけらが黄身や自身に混

ざらないため、 0-157対策などの衛生面での評価も高

く、今後、調理場での活躍が期待されています。

z 司

住宅に関する様々なご棺談を
お受けします

~住宅金融公庫福岡支庖~

最近の厳しい経済状況の中で、新しく住宅ローンを借り

る際に不安を持たれる方、また、すでにご利用の場合で返

済に苦労されている方などの相談をお受けします。

l 不況でリストラや減収により、公庫融資の返済にお困

りの方の相談に応じています。

2 公庫福岡支届 1階で弁護士、税理士、ブァイナンシ ャ

ルプランナ一、建築士による無料住宅相談を行っていま

す。

3 住宅ローン利用のポイントの情報提供およびパソコン

による住宅取得資金計画診断ソフトのCD-ROMを無料貸

出しています。

-問い合わせ住宅金融公庫福岡支屈住情報相談課

ft092-722一日11 FAXω2-715-1802 

お手元の調査票。もれなくご記入ください。
折らないで、調査票。

調査票を

受け取りに伺います。

10円1日は事業所企業統計調査、

調査票が届いたら、一緒にお渡し

しました 「調査票の記入のしか

た」をご覧の」二もれなく記入し

てくだ さい。折ったり 、丸めた り、

i号したりしないようにお厚互いし ま

す。調査票は10月l日以降、 調査

員が受け取りに伺います。ご協力

をお願いいたします。

~7~ 

の…も即時も
事業所・企業
E白書司~B"三.

| 平成 13年 10月 1日(月

9月下旬から調査員がお伺いします。

総務省統計局 長崎県
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平
成
均
年
6
月
お
日
か
ら

7
月

剖
固
ま
で
市
内
8
地
区
で
市
政
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
政
懇
談
会
は
公
聴
制
度
の
一

つ
で
市
民
か
ら
の
提
言
・
要
望
や

地
域
の
課
題
を
的
確
に
把
握
し
市

政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

市
長
を
は
じ
め
助
役
、
収
入
役
、

教
育
長
、
水
道
事
業
管
理
者
ほ
か

各
部
長
が
出
席
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま

Iυ
私
九
。

以
下
、
今
年
の
懇
談
会
の
主
な

内
容
を
こ
紹
介
し
ま
す
。

(
回
答
は
要
旨
)

~ 
4h ，、h

F W 

、BJF
【
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
】

・圃・・圃‘圃・，置、
6
月
8
日
の
大
阪
教
育
大
付
属
池
田
小
の
児
童
殺
傷
事
件
は
、
心
が
痛
み
ま
す
。
大
村

市
と
し
て
は
学
校
の
安
全
管
理
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
ら
れ
て
い
ま
す
か。

園
教
育
委
員
会
で
は
大
阪
教
育
大
学
附
属
池
田
小

学
校
の
事
件
の
後
直
ち
に
各
小
中
学
校
長
及
び
幼

稚
園
長
に
対
し
、

学
校
安
全
に
つ
い

て
再
点
検
す

る
と
と
も
に
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
に
指
示

い
た
し
ま
し
た
。
各
学
校
に
お
い
て
は
、
職
員
会

議
で
学
校
の
安
全
対
策
を
再
確
認
し
、
不
審
者
へ

の
対
応
や
防
護
対
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
す

ぐ
に
実
行
で
き
る
も
の
は
直
ち
に
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
大
村
警
察
署
長
に
も
同
席
し
て

い
た
だ
き
、
6
月
比
日
に
緊
急
校
長
会
を
聞
き
、

各
学
校
の
対
応
内
容
の
情
報
交
換
を
す
る
と
と
も

に
、
地
域
、

警
察
、
学
校

・
P
T
A
が
お
互
い
に

協
力
し
て
学
校
の
安
全
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
具
体
策
と
し
て、

・
学
校
の
各
入
口
に
「
無
断
立
ち
入
り
禁
止
」
の

看
板
を
立
て
る
。

・
警
察
へ
の
通
報
体
制
を
確
認
す
る
。

・
学
校
内
の
巡
視
を
教
職
員
が
交
代
で
行
う

0

.
登
校
時
に
父
兄
が
立
哨
す
る
。

・
職
員
室
及
び
教
室
か
ら
外
を
注
意
深
く
観
察
す

る
よ
う
に
す
る
。

な
ど
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
大
村
市
防
犯
協
会
か
ら
携
帯
用
防
犯

ブ
ザ

1
4
6
0個
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
各

幼
稚
園

・
小
中
学
校
の
全
ク
ラ

ス
に
配
付
し
、
緊

急
時
に
お
け
る
暫
定
的
な
通
報
手
段
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
今
後
早
い
時
期
に
、

学
校
内
の
緊
急
時
通
報
シ
ス
テ
ム
を
施
設
整
備
と

し
て
取
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た、

地
域
に
お
け
る
防
犯
体
制
の
再
確
認
の

た
め
に
、
「
子
ど
も
1
1
0
番
の
家
」
に
通
学
時
に

お
け
る
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
の
協
力
要
請
を
改

め
て
行
い
、

老
朽
化
し
た
旗
の
取
替
え
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、

8
月
1
日
の
定
例
校
長
会
で
安

8-

全
対
策
、
戸
か
け
事
案
等
に
つ
い
て
の
指
導
の
徹

底
を
促
し
、

8
月
の
全
校
登
校
日
に
児
童
生
徒
に

注
意
を
喚
起
し
ま
す
。

町
内
会
長
会
の
代
表
に
も
地
域
に
お
け
る
生
徒

指
導
連
絡
協
議
会
の
会
員
と
な
っ
て
も
ら
い
、
地

域
の
目
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

保
護
者
、
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
今

後
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
取
組
ん
で
い
き
た
い
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1 

とj
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も
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平成13年度

市政懇談会

、EJF
【
学
校
5
日
制
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の

，
川
姐

土
日
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
】

、，JF【
申
高
生
の
シ
ン
ナ
ー
吸
引
に
つ
い
て
】

・圃・・圃‘圃・

，
置
、

市
北
部
で
シ
ン
ナ
ー
吸
引
者
が
急
増
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
他
地
区
へ
の
波
及

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
市
内
の
シ
ン
ナ
ー
、
薬

物
の
吸
引
等
の
状
況
と
、
広
が
ら
な
い
た
め

市
で
は
ど
ん
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
か
。

悶
大
村
市
は
県
下
で
も
シ
ン
ナ
ー
等
吸
引
者
が
急
増
し

て
い
て
心
配
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
個
人
的
に
指
導
し

て
い
く
こ
と
は
無
理
な
の
で
、
地
域
全
体
が
目
を
光
ら

せ
、
情
報
は
的
確
か
つ
早
急
に
警
察
等
へ
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。
学
校
で
も
防
止
に
つ
い
て
注
意
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

学
校
だ
け
で
は
不
充
分
な
の
で
地
域
全
体
で

防
止
に
つ
い
て
取
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た、

地
区
健
全
協

・
民
生
委
員

・
児
童
委
員
等
で

巡
回
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が、

「地
域
に
お
け
る

生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
」

を
組
織
し
、

こ
れ
に
町
内
会

長
会
も
入
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
力
も
借
り
な
が
ら
、

双
方
向
的
に
色
々
な
情
報
を
流
す
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。一

方
、
防
犯
協
会
で
は
、
建
設
業
者
に
対
し
て
シ
ン

ナ
ー
を
放
置
し
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
薬
局
で
若
者
に

シ
ン
ナ
ー
を
売
ら
な
い
な
ど
、

呼
び
か
け
を
す
る
よ
う

に
決
定
し
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
土
日
が
休
み
に
な
る
こ
と
に
伴

い
、
子
ど
も
た
ち
が
す
く
す
く
育
つ
た
め
の
学

校
5
日
制
に
お
け
る
土
日
曜
対
策
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

園
平
成

H
年
度
か
ら
学
校

5
日
制
が
完
全
実
施
と
な
り
ま

す
。
学
校

5
日
制
が
始
ま
っ
た
頃
は
、
受
け
皿

n

つ
く
り
と

し
て
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
ま
し
た
が
、
現
在
、
子
ど
も
た
ち

の
多
く
は
家
で
過
ご
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
に
よ
っ
て
は
土
曜
学
校
を
開
く
な
ど
の
考
え
が
あ

り
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
「
子
ど
も
科
学
館
」
な
ど
既
存

の
公
共
施
設
を
開
放
し
子
ど
も
た
ち
の
自
主
的
な
活
動

や
、
ま
た
、
地
域
の
活
動
を
展
開
し
、
地
域
で
子
ど
も
を

育
て
て
い
た
だ
い
た
り
、
更
に
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
再

度
募
集
し
、
活
動
の
準
備
を
す
る
な
ど
週

5
日
制
対
策
委

員
会
を
聞
き
検
討
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

地
域
の
中
で
活
動
し
学
ぶ
場
が
増

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
地
域
や
家
庭
の
近
く
で
も
っ
と
自

主
的
に
活
動
の
場
が
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
。ど7~

、EJV
【
富
の
原
小
学
校
区
住
民
セ
ン
タ
ー

，
川
楢

に
つ
い
て
】

①
健
全
育
成
の
立
場
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
く
元
気

な
仲
間
"つ
く
り
の
場
が
欲
し
い
。

②
地
域
住
民
の
立
場
か
ら
、
生
涯
学
習
の
場
や
発
表
の
場

が
欲
し
い
。

③
乳
幼
児
、
高
齢
者
、
障
害
者
の
立
場
か
ら
バ
リ
ア
フ
リ

ー
を
備
え
た
、
ふ
れ
あ
い
の
場
が
近
く
に
欲
し
い
。

以
上
の
三
つ
の
立
場
か
ら
、
文
化
活
動
、
学
習
活
動
、
地

域
住
民
の
交
流
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
富
の
原
小
学
校
区

住
民
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
の
建
設
を
ぜ
ひ
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

(
仮
称
)
の
建
設

阻
こ
の
件
は
、
竹
松
地
区
で
以
前
か
ら
出
て
い
る
案
件
で
す
。

確
か
に
大
村
市
は
北
に
伸
び
て
い
く
中
で
、
住
宅
の
建
設
が
縦
に
伸

び
て
お
り
、
ご
要
望
の
住
民
セ
ン
タ
ー
が
で
き
な
い
か
、
数
年
前
か
ら

内
々
検
討
し
て
い
ま
す
。
財
政
的
に
は
苦
し
い
で
す
が
、
全
体
の
広
が

り
の
中
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
地
域
の
議
員
か
ら
も
早
く
答
え
を
出
す
よ
う
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
防
衛
施
設
庁
の
補
助
事
業
(
民
生
安
定
事
業
)
が
使
え
な
い
か
検

討
し
て
い
ま
す
。
場
所
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
か
適
地
が
な
い
も
の
か
、

あ
れ
ば
交
換
し
て
で
も
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
く
方
針
等
を
考
え
た
上
で
、
国
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
、

議
会
へ
出
す
前
に
ど
こ
に
ど
れ
く
ら
い
の
規
模
で
ど
う
い
っ
た
形
態
で

設
置
す
る
か
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
ま
た
、
防
衛
施
設
庁
の
補
助

事
業
で
と
考
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
あ
た
り
が
決
ま
っ
た
後
に
議
会
へ

提
出
い
た
し
ま
す
。

-9-



、BJV
【
案
内
板
等
の
設
置
に
つ
い
て
】

・圃・・圃‘圃・・

，
置
、

市
内
各
地
区
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
史
跡
の
案
内
板
の
設
置
、
い
た
み

が
激
し
く
文
字
等
見
え
に
く
く
な
っ
た

標
柱
等
の
建
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

-a
史
跡
等
の
説
明
板
、
標
柱
に
つ
き
ま
し
て
は
、

-z今
後
早
期
に
市
内
全
域
の
現
状
を
調
査
し
、
そ

の
結
果
を
基
に
、
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
市
内
に
か
な
り
の
数
が
あ
り
ま
す

が
、
順
次
計
画
的
に
整
備
し
ま
す
。

史
完

投
音
寺
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、，v【
不
法
投
棄
に
つ
い
て
】

・圃・・圃‘圃・・

，
置
、

市
周
辺
部
の
個
人
の
田
畑
な
ど
に
使
え
な
く
な
っ

た
家
電
等
を
不
法
投
棄
す
る
人
が
い
て
迷
惑
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
放
置
さ
れ
た
も
の
を
ど
う
扱
っ
て
よ

い
か
困
っ
て
い
ま
す
。

今、

一
番
頭
が
痛
い
の
は
不
法
投
棄
の
問
題
で
す
。
本
市
で

は
こ
れ
ま
で
も
保
健
所
・
警
察
と
と
も
に
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
等

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
村
都
市
開
発
怖
に
回
収
業

務
等
を
委
託
す
る
ほ
か
、

夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
な
ど

対
策
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
じ
か
し
な
が
ら
、
不
法
投

棄
は
悪
質
巧
妙
化
す
る

一
方
で
す
。

こ
の
た
め
、
「
不
法
投
棄
対
策
協
議
会
」
を
結
成
し
て
今
後
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
か
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

個
々
の
不
法
投
棄
物
に
対
し
て
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
、
早
急

に
内
部
で
検
討
し
ま
す
。
し
か
し
、
一
つ

置
い
て
お
く
と
そ
こ
に
ま
た
誰
か
が
持
っ

て
く
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
地
域
の
皆
様

も
よ
く
目
を
光
ら
せ
、
も
し
不
法
投
棄
を

見
か
け
た
ら
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

(8
月
泊
日
に
第
1
回
大
村
市
不
法
投
棄

対
策
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
定

期
的
に
報
告
会
を
開
い
て
相
互
に
情
報
を

交
換
し
、
さ
ら
に
、
広
報
活
動
や
看
板
設

置
な
ど
で
市
民
の
モ
ラ
ル
向
上
を
訴
え
る

と
と
も
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
な
ど
を

申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。)

困

@ 

不法投棄禁止

平
坦
地
農

補些

製菊
平策
の重

課
jf選
R2 
て

竹
松
地
区
は
、
野
菜
類
を
中
心
と
し
た
地
区
で
あ
り
後

継
者
も
多
い
地
域
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
地
区
は

「
用
途
地
域
指
定
」
を
受
け
て
い
る
た
め
、
各
制
度
資
金
の

適
用
除
外
と
な
り
、
そ
の
こ
と
が
農
業
振
興
の
大
き
な
障

害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
用
途
地
域
内
で
の
農
業
振
興
の
た
め
、
大
村
市

単
独
に
よ
る
平
坦
地
農
業
対
策
事
業
の
助
成
を
受
け
施
設

の
整
備
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
外
国
産
農
産
物
の
輸
入

増
加
に
よ
り
、
価
格
の
低
迷
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
経
営
コ
ス
ト
の
削
減
に
よ
る
農
業
経
営
の
継
続
し
か
生

き
る
道
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

引
き
続
き
平
坦
地
農
業
対
策
事
業
を
継
続
い
た
だ
き
ま

す
と
と
も
に
補
助
率
の
引
き
上
げ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

困
竹
松
、
西
大
村
を
中
心
と
し
た
用
途
地
域
は
肥
沃
で
平
坦
な
土
地
で
、

土
地
利
用
条
件
及
び
農
業
生
産
組
織
や
中
核
的
農
家
の
状
況
か
ら
、
農

業
の
重
要
性
は
十
分
認
識
し
て

い
ま
す
。
「用
途
地
域
」
の
た
め
補
助

事
業
の
制
限
が
あ
り
、
市
単
独
で
平
坦
地
農
業
振
興
事
業
を
実
施
し
、

農
業
機
械
や
ハ
ウ
ス
施
設
の
整
備
拡
充
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
補
助

率
や
総
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
要
望
に
十
分
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
対
象
事
業
の
内
容
も
検
討
し
な
が
ら
事
業
は

継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

、EJF
【
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
の

，
川
じ
司

被
害
対
策
に
つ
い
て
】

- 10-

近
年
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
の
被

害
が
顕
著
で
あ
り
、
踏
み
荒
ら
し
ゃ
食
害

に
よ
る
生
育
不
良
や
減
収
な
ど
の
被
害
が

年
々
増
加
の
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
猟
友
会
等
の
協
力
を
得
て
有
害

獣
の
駆
除
が
行
わ
れ
て
一
定
の
効
果
は
あ

る
も
の
の
、
発
生
が
広
範
囲
で
中
山
間
部

の
た
め
抜
本
的
な
対
策
と
は
言
い
難
く
、

今
後
継
続
的
で
広
範
囲
に
わ
た
る
対
策
が

望
ま
れ
ま
す
。

園
現
在
、
大
村
市
で
は
農
協
等
の
関
係
機
関
と
連

携
し
、

猟
友
会
に
春
、
夏
、
秋
の
年
3
回、

約
1

0

0
日
間
の
有
害
鳥
獣
駆
除
を
依
頼
し
て

い
ま

す
。
ま
た
、
通
常
の
猟
期
を
合
わ
せ
る
と
年
に
約

2
0
0
日
間
駆
除
を
行
え
る
期
間
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
は
増
加
傾
向
に
あ
る

よ
う
で
す
。

イ
ノ

シ
シ
対
策
に
は
防
除
と
対
策
の
2
つ
に
分

か
れ
ま
す
が
、
防
除
に
関
し
て
は
、
地
区
か
ら
の

被
害
状
況
を
正
確
に
把
握
し
て
、
猟
友
会
と
連
携

し
効
率
的
な
駆
除
を
行

っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
対
策
と
し
て
は
、
電
気
牧
柵
等
へ
の
補

助
事
業
を
活
用
し
て
特
に
山
間
地
を
中
心
に
設
置

J
J
を
し
て
い
ま
す
。

込

今
年
度
は
松
原

、

さ

福
重
、

萱
瀬
地
区

ご

で
約

4
誌
の
事
業

ぷ

(事
業
費
9
4
0
千

口
町
円
、
県
川
制
%
、
市

丸
一
回
%
)
を
行
う
予

ワ
定
で
、
今
後
も
要

七
望
を
募
っ
て
設
置

-
し
て

い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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、BJV
【
J
R
駅
の
整
備
に
つ
い
て
】

・圃・・圃‘圃・

，
.
‘

J
R
竹
松
駅
前
は
自
転
車
が
駐
輪
し
で
あ
り
、
利

用
者
の
通
行
や
待
合
せ
の
さ
ま
た
げ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
駅
ヘ
上
る
階
段
を
ス
ロ
ー
プ
化
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

J
R
大
村
駅
と

J
R
岩
松
駅
の
間
へ
の
新
駅
設
置

に
向
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
ま
し
た
が
、
そ
の
集

計
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

、EF
【
市
政
懇
談
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
】

・圃・・圃‘圃・

，
‘
‘

懇
談
の
内
容
が
毎
年
ほ
と
ん
ど
似
た
よ
う
な
内

容
ば
か
り
で
あ
り
、
町
内
か
ら
担
当
課
ヘ
陳
情
し

て
解
決
で
き
る
も
の
が
多
く
、
わ
ざ
わ
ざ
市
政
懇

談
会
の
場
で
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
が
多
い
。
市

政
懇
談
会
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、
市

政
懇
談
会
の
あ
り
方
を
も
っ
と
変
え
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

困

竹
松
駅
の
駐
輪
場
に
つ
い
て
、

J

R
と
協
議
し
た
結
果
、

市

が
、
駅
舎
の
横
の
空
き
地
に
道
路
か
ら
上
が
る
た
め
の
ス
ロ

ー

プ
と
駐
輪
場
を
設
置
し
ま
す
。

大
村
l
岩
松
問
の
新
駅
設
置
に
つ
い
て
は
、

3
月
及
び

6
月

議
会
で
地
元
市
議
会
議
員
か
ら
も
質
問
が
あ
り
、

5
月
に
は
県

知
事
及
び
J
R
九
州
長
崎
支
社
長
に
大
村
線
の
拡
充
等
に
つ
い

て
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
新
駅
設
置
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

地

元
日
町
内
会
、
大
村
高
等
学
校
、
大
村
城
南
高
等
学
校
及
び
国

立
病
院
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
行
い
、

1
2
、
2
0
0

部
を
配
付
し、

8
、
4
8
3部
回
収
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
通
勤
通
学
に
J
R
を
利
用
す
る
と
回
答
し

た
人
が
2
、
2
7
9
人
で
、

所
用
も
含
め
る
と

6
、
2

4

9
人
が
利
用
す
る
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

新
駅
の
利
用
者
と
し
て

は
、
通
勤
・
通
学

・
通
院

及
び
入
院
見
舞

・
大
村
ボ

ー
ト

・
大
村
公
園
へ
の
来

客
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
あ

る
程
度
の
乗
客
数
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
J
R
九
州

長
崎
支
社
と
の
調
整
な
ど

が
必
要
で
す
が
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
ま
す
。

困
市
政
懇
談
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
時
期
に
き
て

い
ま
す
。
市
長
の
施
政
の
あ
り
方
に
対
す
る
質
問
、
大
村
市
が

抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
の
質
問
、
ま
た
、

議
会
で
も
よ
く

で
る
市
の
新
規
事
業
に
つ
い
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
懇
談
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
会
に
出
席
す
る
方
が
ほ
と
ん
ど
地
区
や
振
興

会
の
代
表
者
の
方
ば
か
り
な
の
で
、
ど
う
し
て
も
地
区
が
直
面

す
る
問
題
に
集
中
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
従
来
の
や
り
方

で
は
も
っ
た
い
な
い
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
各
地
区
の
生
の
声
も
聞
い
て
ほ
し

い
と
の
声
も
あ
り
ま
す
の
で
、
や
り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。地区名 開催日

参加者数

男 女 計

萱瀬 6月26日(火)
人 人 人

40 4 44 

大村 6月29日(金) 25 3 28 

福重 7月 3日(火) 30 4 34 

西大村 7月 5日(木) 41 3 44 

竹松 7月 6日(金) 38 13 51 

鈴田 7月24日(火) 31 7 38 

三浦 7月27日(金) 29 3 32 

松原 7月31日(火) 31 4 35 

合計 265 41 306 

参加状況平成13年度市政懇談会

(提言・要望の傾向 |

① 
82件

①亡コ 道路・河川の維持管理について

②仁コ ゴミ・水道・下水道について

③ 亡コ 教育・文化財保存について

④ 亡宜 観光 ・行楽施設について

⑤ - 運輸 ・交通安全について

⑥ ・圃 その他 (庁舎等整備 ・防災など)

- 11一



三城城の謎に迫る!!
E;"fjォ回目習院蓮~_~t:t主眉

JR大村駅近くに長崎県，忠霊塔の立つ小高い丘があります。ここは、

日本初のキリシタン大名、大村純忠が築城した三城城跡、で、息

子喜前が玖島城に移るまでの問、大村領の本城だった場所です。

4月から埋蔵文化財の有無を確認するための発掘調査を行った

ところ、非常に重要な城の遺構の一部が発見されました。

発掘調査の様子 (堀の跡)

三
城
城
跡
の
北
東
側
部
分
(
長
崎
県

忠
霊
塔
裏
側
)
で
発
掘
調
査
を
行
い
、

大
小
何
本
も
の
堀
、
堀
に
沿
っ
て
造

ら
れ
た
土
塁
(
防
御
の
た
め
の
土
手
)
、

土
塀
の
跡
、
ま
た
見
張
り
ゃ
ぐ
ら
の

可
能
性
も
あ
る
建
物
跡
な
ど
、
多
く

の
遺
構
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
堀
の

ひ
と
つ
は
幅
約
6
m
、
深
さ
4
m
で、

三
城
城
跡
全
体
で
も
最
も
大
き
な
堀

の
ひ
と
つ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た

建
物
跡
の
な
か
に
は
、
当
時
大
村
で

は
ま
だ
珍
し
い
瓦
ぶ
き
の
建
物
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
遺
構
に
と
も
な
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
出
土
品
も
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
主
な
も

の
は
、
中
固
な
ど
か
ら
輸
入
さ
れ
た

皿
や
碗
な
ど
の
磁
器
、
主
に
公
的
な

行
事
で
使
わ
れ
た
「
か
わ
ら
け
」
と

呼
ば
れ
る
素
焼
き
の
皿
、
ま
た
火
薬

を
作
る
た
め
に
使
っ
た
石
鉢
、
鉄
製

品
を
作
る
と
き
に
出
る
鉄
の
カ
ス

(
鉄
さ
い
)
な
ど
で
す
。
こ
の
ほ
か
、

建
物
跡
に
近
い
場
所
で
、
朝
鮮
半
島

で
作
ら
れ
た
瓦
(
朝
鮮
瓦
)
も
出
土

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
三
城
城
跡
に
つ
い
て
は
、

玖
島
城
跡
の
よ
う
に
詳
し
い
絵
図
な

ど
も
な
く
、
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た

古
文
書
の
内
容
を
元
に
し
て
研
究
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
三

城
城
跡
で
は
初
め
て
の
大
規
模
な
発

掘
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
城
の
範
囲

か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ

た
場
所
が
、
遺
構
や
出
土
品
か
ら
、

城
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

三
城
城
の
規
模
が
予
想
以
上
に
大
き

な
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
大
規
模
な
堀
の
跡
や
建
物
跡
な

ど
を
確
認
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

三
城
城
の
構
造
を
解
明
す
る
た
め
の

大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

大
村
市
教
育
委
員
会
で
は
今
後
、

城
の
推
定
範
囲
の
各
地
点
に
つ
い
て

調
査
を
進
め
、
古
文
書
の
記
録
な
ど

と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
三
城
城

の
よ
り
具
体
的
な
姿
を
明
ら
か
に
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

- 12-

-
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
文
化
課

(
内
線
3
6
9
)

市民見学会の様子
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市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
「
公
共
の
モ
ラ
ル
」
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
夏
、
市
内
で
は
公
共
の
施
設
を
壊
す
悪
質
な
い
た
ず
ら
が
起
き
て
い
ま
す
。

特
に
裏
見
の
滝
展
望
所
の
破
壊
は
、
捜
数
人
数
で
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ、

「
い
た
ず

ら
」
の
度
合
い
を
超
え
た
あ
り
さ
ま
で
し
た
。

こ
う
し
た
行
為
ば
か
り
で
な
く
、
不
法
投
棄
や
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
に
し
て
も
、
そ
の

程
度
の
差
が
あ
る
だ
け
で
、
社
会
一
般
的
な
モ
ラ
ル
に
欠
け
て
い
る
こ
と
が
そ
の
要
因

で
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
こ
と
を
す
る
の
は
ご
く

一
部
の
人
た
ち
で
す
が
、
市
民
ひ

と
り
ひ
と
り
が
も
う

一
度
考
え
直
す
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?

み
ん
な
で
郷
土
お
お
む
ら
の
ま
ち
の
美
し
さ
を
守
り
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

郷
土
を
愛
し
て
い
く
心
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

長
t

u
町一一ι

ぷ
一γ山
肌

閣
置で
J
F
M

裏

江

戸川
破
j

x
L

1
1
4
E
川

b

U
罫

験

残
展

胸
部

、
無
滝

窓
側

カ
の

F
J
す
一
親

レ
手

I

通路の蛍光灯が壊された ぺ

JR大村駅の I歩行者専用トンネjレ11I

道路の愛称が決まりましだ
広報おおむら 7月号で募集していました道路の愛称が決まりました。
最優秀作品は次のとおりです。

O大村駅前線

f夏越夢通りj
谷川和彦さん(松山町)の作品

。竹松駅前空港線

「竹松中央通りJ
石田順子さん(玖島 2丁目)の作品

空港通りサン・セ ッ ト通り

。杭出津松原線

「サン・セット通りj
中島邦子さん(富の原 2丁目)の作品

今村俊子さん(水計町)の作品

。国道444号・県道長崎空港線

「空港通りj
森貞男さん(福重町)の作品 ※最優秀作品は各路線に表示します。皆さんのご愛用をお願いします。

・問い合わせ 土木課(内線 42 1 ) 
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Q ーコJQ&
左半身まひで要介護認定を受けている夫(沼歳)、 妻 (761表)

の高齢者世帯です。夫は、お風呂 を楽 しみにしています。私がなん

とか介助してお風呂に入れてい ますが、腰を痛めてい ますので、入

れるのが大変です。通所介護 (デイサービス)や通所 リハビリテー

ショ ン (デイ ケア)で入浴ができると聞いていますが、夫は車酔い

をします し、家でゆっくり入り たい と言 います。

介護保険でどんな入浴 サービスがあ りますか ?

A家族などが高齢者一一合入浴伽……仰い無理な介
助によって腰を痛めたり、お年寄りをおぼれさせそうになったりという危険がつきまといます。

そこで、介護保険では、自宅での入浴介助サービスとして次のものがあります。

・訪問入浴サービス 浴槽を積んだ巡回入浴車が家庭を訪問して、看護婦や介護職員がその浴槽で入浴の介
助をします。 (この浴槽は、寝たままの体勢でも利用できる特別なもので、お年寄り
に無理な負担や恐怖を与えることがありません)

・訪問介護サービス 訪問介護員 (ホームヘルパ一)が家庭を訪問して入浴の介助をします。

・訪問看護サービス かかりつけの医師が訪問看護の必要を認めた方に、訪問看護婦などが家庭を訪問して、

-~m:迂面i~a 高齢福祉課 (内線 139 )

男女共同参画推進センタ-

P男女がいきいきと h
a企輝くために・・・ 盆重

タ
柄

ン
澗

セ
校

進
出

推

柿

画

快
参

ゆ
5

同

勧
伊

共

町
M

女

鴻
&

男

E
g

男女共同参画推進センタ ーでは、相談業務を行っています。

家庭、職場等でいろいろな問題をひとりで悩まないで、まずお電話ください。 (TeI.54-8700)
センターでの面接相談 も行っています。

第4回ビデオでおしゃべり
ビデオを見たあとおしゃべりしませんか。 (参加自由です)

・日時:10月13日比)10:00~1 2: 00 
・場所:男女共同参画推進センター
・内容:[アダル卜・チャイルド]一理解のためのガイドー
子どもの時の心の傷がもと で、 人間関係がうまく いか
ない、 自分の感情がわから ないという人たち。
アダル 卜・チャイル ドとは何かを学びます。

男女共同参画地区別研修会・
f子育て学習の全国展開j事業

今年度市内 7地区で 「子育てjについて、社会教育課と
共催で研修会を実施します。他の地区については、日程
が決まり次第お知らせします。

[三浦地区1
・日時:10月12日(金)19 : 30~21 : 30 
.場所:三浦住民センター
・内容:講演会 講師土居隆子氏 (臨床心理士)

[竹松地区]
・日時 :10月13日出 13: 00~ 16 : 00 
・場所:竹松住民センタ ー
・内容:3本のビデオを見たあと 、グループにわかれて
子育てについての話し合いをします。

女性のためのパソコン基礎請座
就職や地域活動をするための、パソ コンの基礎的な技能
を習得する講座です。

・日程 :10月 16日~ 11 月 20日の火・木曜日 (11月1日を除く)
13 : 30~ 15 : 30 

・内容 :ワード入門編 ・工クセル入門編・
インタ ーネット

・申込方法 :往復はがきに希望講座名・ 住所 ・氏名
(ふりがな) ・年齢 ・電話番号を記入 して

「干856-0825西三城町7-9男女共同参画推進セ ンタ-J
まで申し込んでください。

・定員:20人
・受講料:無料 (テキス卜代4，000円は自己負担)
置申込締切:10月11日休)

働く皆さん、育児・介護休業制度等を
利用しましょう!
厚生労働省では、毎年10月を 「仕事と家庭を考える月間」
と定め、全国的に周知・広報活動等を実施しています。
平成11年4月から育児・介護休業制度等はすべての事業所
に適用されています。この制度は、男女を問わず申し出
ることによって取得できます。

・問い合わせ ・相談

長崎労働局雇用均等室 Tel.095・844・4384

-14-



園
、
村
市
は
、
県
内
で
最
も
人
口
が
増

圃

J
え
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

大
村
市
の
飲
料
水
は
、
約
何
%
を
地
下

水
に
頼
っ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、
地

下
水
の
減
少
や
塩
水
化
が
発
生
し
、
将

来
、
水
を
安
定
的
に
供
給
で
き
な
い
状

況
も
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

』
・
こ
で
、
水
道
局
で
は
第
9
回
拡
張

.
『

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
村
市
の
安
定
的
な
水
源
と
し
て
萱
瀬

ダ
ム
の
嵩
上
げ
工
事
や
、
坂
口
浄
水
場

の
増
設
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

小
規
模
水
源
で
あ
る
上
部
・
南
部
簡
易

水
道
を
上
水
道
区
域
ヘ
統
合
し
、
安
定

給
水
を
行
う
工
事
も
進
め
て
い
ま
す
。

会
与
事
業
費
は
1
3
5
億
円
で
料
金
収

&
事
入
の
約
叩
年
分
に
あ
た
り
、
そ
の

内
1
1
2
億
円
が
国
か
ら
の
借
入
金
で

す
。
こ
れ
は
水
道
経
営
を
非
常
に
圧
迫

し
て
お
り
、
さ
ら
に
経
営
努
力
を
よ
り

一
層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今

後
水
道
料
金
の
値
上
げ
も
お
願
い
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第 9回拡張事業新設施設(配水池など)

上水道区域

簡易水道区域(北部、東部)

簡易水道(上部、南部)から上水道ヘ統合

する区域

鈴田・三浦地区への水の流れ

萱;頼ダムその他

••• 
一惨

坂口浄水場
施設増設

第 9回拡張事業費内訳

簡易水道

統合

第 9回拡張事業は昭和61年から始められ、

実に16年の年月をかけて、平成14年 3月に

工事が終わる予定です。

完成後は坂口浄水場の水が鈴田、 三浦地区

にまで配水されます。

水道局ではさらに市民の皆様に安全な水を

安定給水できるように努力していきます。



9/CRトップをめざせ
司 F ー シ ー ハ ッ トカップ2001

フリークライミング選手権一

九州各地の選手たちがシーハットおおむらに集

まリ、フリークライミング選手権が開催されまし

た。力尽きて今にも落ちそうになる選手には、会

場から「がんばがんばれ の意味)Jのかけ

声がかかリ、手に汗にぎる緊張感が広がる会場は

大いに盛リ上がリました。
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8/1m大村湾の魅力を
'おもいっきり体験

一真夏の海の祭典&湾CUPinおおむら ー

大村競艇場で行われる夏休み恒例のこのイベン 卜は、今年も多くの家

族連れでにぎわいました。子どもたちがキャラクターショーや輪投げ、

ストライクアウトゲームなどで楽しむ一方、水上ではチビッ コ対抗イ力

ダレ スなどに続き、 9チームによるぺ一口ン競漕が行われ、熱い火花

と水しノ京きが飛び散っていました。

目指せ!女性消防日本一!!
一女性消防団訓練中一

大村市消防団の女性団員が、 10月18日に横浜市で開催され

る「第15回全国女性消防操法大会」に長崎県代表として初出

場します。

仕事や家事を早めに終え、夜7時30分からの約2時間、消防

職員の厳しい指導を受けながら日本一を目指し訓練を続けて

います。市民の皆さまのご声援をよろしくお願いします。 • 

'で‘

，、
CAMERA SPOT 

9/8雪ちゃな石室更ちなみに
ーー ター

「
F 

----マ話再

hよ孟 与 町一一-一一一 ヨ冨:>-.. てケ

-、、ーー一 下

8/61験全国大会をめざした熱戦!
可画面V一国体九州ブロ ック大会開催ー

国体出場を争う九州ブロック大会が県内を中心に行われ、

市内でも卓球 ソフトポ jレ 弓道ー銃剣道 ー登山の各競技

で熱戦が繰リ広げられました。選手たちが真剣な表情で日ご

ろの練習の成果を発揮する中、会場は大きな歓声がわきおこ

っていました。

8/fJd光のエネルギーで車が走る!?
- 一新エネルギ-教室-

風や太陽光などを利用した新エネルギーについて、子どもた

ちに理解してもらおうと「新エネルギ 教室」が子ども科学館

で聞かれました。漫才コンビのゆかいな講座やビデオ学習に続

き、参加した小学生たちはソ ラ 力 のミニチュアを作って

遊びながら、楽しく環境問題を学びました。

8/~ これで施設も充実
司Ii'-市営弓道場に遠的射場完成-

幸町にある市営弓道場に遠的射場が完成しまし

た。これまでの近的に加え、 10人がそろって60メ

ー トル先の的をねらう遠的の競技もできるようにな

り、充実した施設の完成に会場はお祝いのムードが

あふれでいました。

16 



平成14年度使用教科書が決定しました

教科書は、大村市教科用図書採択委員会の審議結果をもとに大村市教育委員会で

採択しました。平成14年度使用教科書と採択委員会の委員は次のとおりです。

平成14年度使用教科用図書採択結果一覧表

小学校 中学校
平成13年度大村市教科用図書採択委員会委員名簿

[会長]

大村市教育委員会教育長

清 宏

誠

孝

義

位

m
Fリ
V
古
川
叶

護

藤

章

地域代表
大村市青少年健全育成連絡協議会会長

池野手口

保護者代表
玖島中学校PTA会長

下

尾

原

山

[委員1(会長代理)

学識経験者
前大村市助役 ・元大村市教育長

田中

オt
)j;木

宮

神員
保護者代表
竹松小学校PTA会長

[委員]

校長会代表
大村小学校長

校長会代表
西大村中学校長

出山
1

F
S
E
E
-

+"A、
'1.也、日堀

久仁子戸

保護者代表
桜が原中学校PTA会長八

日ヨ
プヨ満キナ中

教育委員会事務局職員
教育次長

教育委員会事務局職員
学校教育課長

種目 採択教科書

国 言口五口 (株)二省堂

三E量ヨ 写 教育出版(株)

地 E里 日本書籍(株)

歴 史 日本書籍(株)

公 民 日本書籍(株)

地 図 (株)帝国書院

妻女 よザふ三ー， 東京書籍(株)

理科一分野 大日本図書(株)

理科二分野 大日本図書(株)

音楽一般 教育出版(株)

音楽器楽 教育出版(械

美 柿i 日本文教出版(株)

保健体育 東京書籍(株)

t五 神T 開隆堂出版(株)

家 庭 開隆堂出版(株)

英 三口五口 (株)=省堂

種目 採択教科書

国 壬口五口 光村図書出版(株)

三匡量ヨ 写 光村図書出版(株)

社 dZE丈h 東京書籍(株)

地 図 (時帝国書院

算 妻女 東京書籍(株)

理 科 大日本図書(株)

生 活 大日本図書(株)

2E2ヨE 楽 (梼教育芸術社

図面工作 日本文教出版(株)

家 庭 開隆堂出版(株)

保 イ建 東京書籍(梼

道正橋石

厚
め
て
6
0
陀あと一

「
日
本
図
」

1
5
9
5年
に
オ
ラ
ン
ダ
・

ア
ン
ト
ワ
l
プ
で
刊
行
さ
れ
た

『
地
球
の
舞
台
」
と
題
さ
れ
た

世
界
地
図
帳
に
「
日
本
図
」
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

〉
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
が
日
本

を
一
つ
の
国
と
し
て
認
識
し
た

こ
と
を
意
味
す
る
最
初
の
日
本

地
図
で
す
。

当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
大
航

海
時
代
を
迎
え
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

は
東
回
り
、
ス
ペ
イ
ン
は
西
回

り
で
世
界
の
海
に
進
出
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
は
、
マ
ル

コ
・
ポ
l
ロ
の
『
東
方
見
聞
録
」

に
書
か
れ
た
「
黄
金
の

国
ジ
パ
ン
グ
(
日
本
)
」

を
目
指
し
て
西
国
り
で

進
み
、
ア
メ
リ
カ
大
陸

に
到
達
し
ま
し
た
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
に
と
っ
て
、

こ
の
時
代
は

「発
見
の

時
代
」
で
し
た
。
世
界

地
図
帳
は
世
界
を
知
る

こ
と
の
で
き
る
最
高
の

情
報
源
と
し
て
、
飛
ぶ

よ
う
に
売
れ
た
の
で
す
。

こ
の
地
図
の
作
者
は

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
テ
イ

文
化
財
は
語
る
l

⑮

- 18-

セ
ラ
で
、
「
テ
イ
セ
ラ
日
本
図
」

と
し
て
、
一
般
に
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

日
本
の
情
報
伝
達
に
は
、
天

正
遣
欧
少
年
使
節
が
持
っ
て
い

っ
た
日
本
地
図
が
大
き
な
影
響

を
与
え
た
と
言
わ
れ
、
ま
た
、

少
年
使
節
は
こ
の
『
地
球
の
舞

台
」
を
持
ち
帰
り
、
太
閤
秀
吉

に
献
上
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

4
0
0
年
前
、
日
本
が
世
界

の
舞
台
に
登
場
し
た
こ
と
を
示

す
貴
重
な
地
図
で
す
。

マ、、，
h 



みんなの

健康「リハビリテーション」

み
な
さ
ん
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
聞
い
て
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。
脳
卒
中
で

麻
庫
し
て
し
ま
っ
た
手
足
の
機
能
回
復
訓
練
や
ケ
ガ
を

し
た
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
競
技
復
帰
に
向
け
て
の
訓
練
な

ど
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
単
な
る
機
能
回
復
訓
練
だ
け
を

行
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
原
義
は
「
全
人
間
的

復
権
」
で
あ
り
、
治
療
に
よ
っ
て
機
能
が
回
復
し
な
け

れ
ば
そ
れ
で
も
う
治
療
は
終
わ
る
と
い
う
従
来
の
治
療

医
学
の
考
え
方
と
は
全
く
異
な
り
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
は
病
気
や
ケ
ガ
と
い
っ
た
疾
患
で
は
な
く
そ

れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
障
害
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
疾

患
に
よ
っ
て
生
じ
る
障
害
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
め
の
障
害
は
今
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
機
能
お
よ

び
形
態
の
障
害
で
、
例
え
ば
脳
卒
中
と
い
う
疾
患
で
は

片
麻
庫
や
失
語
症
で
す
。
内
科
や
脳
神
経
外
科
で
の
治

療
と
並
行
し
て
動
か
な
く
な
っ
た
手
足
の
回
復
過
程
に

応
じ
た
機
能
訓
練
、
こ
と
ば
の
理
解
や
発
語
、
聴
下

(
の
み
こ
む
こ
と
)
訓
練
な
ど
の
治
療
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を

行
い
ま
す
。

一一

つ
め
の
障
害
は
患
者
さ
ん
を
ひ
と
り
の
人
間
と
し

て
み
た
と
き
の
能
力
障
害
で
す
。
片
麻
庫
が
あ
る
と
歩

く
こ
と
が
で
き

長

ず

、

特

に

利

き

幌

地

手

の

麻

療

で

は

片
岡
市
司
↓

松
、
ッ

h-
字
を
書
く
こ
と

貞

-
T
t
が

で
き
ま
せ

印
折
口

胎

1
i
ん
。
し
か
し
こ

慧
ハ
リ
主
れ
は
杖
や
下
肢

制
限
久
装
具
の
装
着
、

』
量
見
寸
斗
B

面

洲

利

き

手

交

換

の

整

訓

練

に

よ

っ

て

か
な
り
の
程
度
で
克
服
が
可
能
で
す
。
つ
ま
り
残
さ
れ

た
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
適
応
的
ア
プ

ロ
l
チ
を
行
い
ま
す
。

三
つ
め
の
障
害
は
患
者
さ
ん
を
社
会
の
一
員
と
み
た

〆
と
き
の
社
会
的
不
利
で
す
。
障
害
に
よ
っ
て
家
庭
で
の

役
割
が
変
わ
り
職
場
で
は
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
た
め
、
時
と
し
て
生
き
甲
斐
を
喪
失
し
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
家
屋
の
改
造
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
家

庭
で
の
受
け
入
れ
態
勢
作
り
、
職
業
復
帰
に
向
け
て
の

作
業
訓
練
な
ど
環
境
改
善
型
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
障
害
の
あ
る

患
者
さ
ん
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
の
回
復
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
脳
卒
中
に
限
っ
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
骨
折
な
ど
の
外
傷
や
慢
性
の
底
痛
(
う

ず
く
い
た
み
)
疾
患
に
悩
ん
で
い
る
方
、
発
達
障
害
の

あ
る
小
児
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
日
常
生
活

で
は
健
康
で
も
競
技
復
帰
に
障
害
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
選

手
に
対
し
て
行
わ
れ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
も
ア
ス

レ
チ

ッ
ク
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
最
近
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
動
作
を
目
的
と
す
る
従
来

の
メ
デ
ィ
カ
ル
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
異
な
り
、

さ
ら
に
高
度
な
身
体
運
動
を
要
求
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
復
帰
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
内
容
は
ス
ポ

ー
ツ
に
よ
る
障
害
を
治
療
す
る
だ
け
で
な
く
そ
の
予
防

や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
に
ま
で
及
び
ま
す
。

こ
う
し
た
障
害
を
克
服
す
る
た
め
に
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、

言
語
聴
覚
士
、
さ
ら
に
看
護
ス
タ
ッ
フ

そ
し
て
私
ど
も
医
師
が
チ
!
ム
を
組
ん
で
日
々
の
診
療

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
疾
患
に
よ
る
障
害
や

そ
の
後
遺
症
に
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
は
か
か
り
つ
け
医

と
よ
く
相
談
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

心
臓
停
止
後
の
腎
臓
・
角
膜
の

移
植
を
ご
存
じ
で
す
か
っ
・

ー

叩
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
で
す
i

平
成
9
年
よ
り
脳
死
に
よ
る
臓
器
移
植
が
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
日
年

7
月
末
現
在
、
こ
れ
ま
で
に
時
人
の
方
か
ら
臓
器
が
提
供
さ
れ
、
臼
人

に
移
植
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

移
植
を
受
け
た
方
は
そ
れ
ぞ
れ
健
康
を
回
復
し
た
り
、
社
会
復
帰
を

は
た
し
た
り
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
移
植
を
希
望
し
て
い
る
人
は
腎
臓
で
、

1
万

3
、
0
0
0
人
、
角
膜
で
5
、
0
0
0
人
お
ら
れ
、
提
供
者
が
少
な
い

こ
と
か
ら
希
望
し
て
も
な
か
な
か
移
植
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

心
臓
や
肺
、
肝
臓
な
ど
は
「
脳
死
」
と
呼
ば
れ
る
状
態
で
提
供
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
腎
臓
や
角
膜
は
心
臓
が
停
止
し
た
死
後
に
提
供

す
る
こ
と
も
で
き
、
(
現
在
も
ほ
と
ん
ど
心
停
止
後
の
提
供
で
す
)
こ
の

場
合
、
本
人
の
意
思
表
示
カ
l
ド
が
無
く
て
も
、
家
族
の
同
意
だ
け
で

提
供
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
「
臓
器
を
提
供
す
る
」「
臓
器
を
提
供
し
な
い
」
「
移
植
を

受
け
た
い
」
「
移
植
を
受
け
た
く
な
い
」
と
い
う
、
ど
の
権
利
も
守
ら
れ
、

考
え
を
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

本
人
と
家
族
の
意
思

が
尊
重
さ
れ
ま
す
。

当
パ
ン
ク
で
は
「
臓
器
移
植
つ
て
な
あ
に
?
脳
死
っ
て
ど
う
い
う
こ

と
?
」
な
ど
身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
臓
器
移

植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
出
張
講
座
を
企
画
し
ま
し
た
。

。
日
程
・
対
象

ど
な
た
で
も
結
構
で
す
が
、
企
画
さ
れ
て
い
る
自
治

会
、
婦
人
会
な
ど
の
集
会
や
健
康
教
育
の
機
会
な
ど
に
あ
わ
せ
て
、
原

則
叩
名
以
上
の
団
体
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

。
旅
費
・
講
師
料
無
料

。
時
間
・
内
容
(
形
式
)

要
相
談

-
臓
器
移
植
・
出
張
講
座
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

側
長
崎
県
腎
臓
パ
ン
ク

(
2
0
9
5
1
8
2
2
4
6
7
6
)



図
市
立
病
院
だ
よ
り

内科系部長

芳人

大村市立病院

谷岡

「逆
説
的
養
生
訓
」

人
は
、
遠
い
昔
か
ら
幸
せ
で
楽
し
い
人
生
を
送

る
た
め
に
は
健
康
が
必
要
で
あ
り
、
健
康
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
毎
日
の
食
事
や
生
活
習
慣
を
変

え
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
と
思
わ
れ
て
、
世
界

中
で
多
く
の
健
康
法
が
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
宮
司

q先
生
が

考
え
ら
れ
た
逆
説
的
な
健
康
法
「
亭
主
を
早
死
に

さ
せ
る
日
か
条
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
奥
様
方
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
た
シ
ョ

ッ
キ
ン
グ
な
題
名
か
ら
、
か
な
り
の
話
題
と
な
っ

た
も
の
で
す
が
、
こ
の
反
対
の
こ
と
を
実
行
し
て

夫
婦
二
人
し
て
共
に
健
康
で
幸
せ
な
人
生
を
末
永

く
送
っ
て
ほ
し
い
と
願
つ
て
の
提
言
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

以
下
、
列
記
し
て
み
ま
す
。

「
亭
主
を
早
死
に
さ
せ
る
叩
か
条
」

①
夫
を
太
ら
せ
る
。

大
村
市
立
病
院
m
U
(
⑫

2
1
6
1
 

②
酒
を
大
量
に
飲
ま
せ
る
。

③
夫
を
い
つ
も
座
ら
せ
て
お
く
。

④
動
物
性
の
脂
や
バ
タ
ー
を
沢
山
食
べ
さ
せ
る
。

⑤
塩
分
の
多
い
食
事
を
毎
回
出
す
。

⑥

コ
ー
ヒ
ー
を
が
ぶ
飲
み
さ
せ
る
。

⑦
タ
バ
コ
を
ホ
イ
ホ
イ
吸
わ
せ
る
。

⑧
夜
更
か
し
を
さ
せ
る
。

⑨
息
抜
き
の
温
泉
旅
行
な
ど
さ
せ
な
い
。

⑩
終
始
文
句
ば
か
り
言

っ
て
い
じ
め
る
。

こ
れ
は
、
要
す
る
に
肥
満
に
さ
せ
、
ア
ル
コ
ー

ル
漬
け
に
し
、
運
動
不
足
に
さ
せ
て
、
さ
ら
に
悪

玉
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
(
動
物
性
脂
)
を
多
く
取
ら

せ
、
ま
た
高
血
圧
に
な
り
や
す
い
塩
分
を
沢
山
取

り
、
ガ
ン
に
な
り
や
す
い
コ
ー
ヒ
ー
や
タ
バ
コ
を

ガ
パ
ガ
パ
取
り
、
睡
眠
不
足
に
さ
せ
、
と
ど
め
に

ス
ト
レ
ス
を
お
も
い
っ
き
り
か
け
て
、
息
の
根
を

止
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
こ
ま
で
そ
ろ
え
ら
れ
る
と
、
確
か
に
長
生
き

は
で
き
そ
う
に
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
逆
転
の
発

想
で
身
体
に
良
く
な
い
こ
と
を
数
え
上
げ
て
こ
れ

ら
の
反
対
を
実
行
す
れ
ば
、
健
康
に
な
る
だ
ろ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

上
げ
膳
据
え
膳
で
箸
よ
り
重
い
も
の
は
持
っ
た

こ
と
が
無
い
な
ど
と
自
分
は
お
殿
様
の
よ
う
に
奥

さ
ん
か
ら
大
事
に
さ
れ
て
い
る
と
喜
ん
で
い
る
あ

な
た
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心
を
・
:

AsCoresdαVidα00 

あ
る
日
リ
ス
ボ
ン
で
、

壁
に
「
パ
ト
リ
シ
ア
、

君
を
愛
し
て
い
る
よ
。
」
と
い
う
落
書
き

を

目

附

附

に
し
ま
し
た
。
建
物
の
壁
に
こ
の
よ
う
な
落
書
一
一
日
一
一
訂

き
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
ラ
テ
ン
民
族
の
人
々
断
伽

は
、
愛
、
そ
し
て
誰
か
を
愛
す
る
こ
と
は
、
神
明
快

と
運
命
か
ら
の
贈
り
物
で
根
本
的
な
美
し
さ
の

い

象
徴
で
あ
り
、
世
間
に
そ
の
こ
と
を
話
し
た
り
、

r
v
u

，。。

自
分
の
感
情
を
公
然
と
表
す
こ
と
を
恐
れ
た
り
、
↓
s
↓
s

、

S
ノ

S
す

気
に
し
た
り
し
ま
せ
ん
。

日

h

hh
…
庁

私
の
ス
ペ
イ
ン
人
の
友
人
は
、
彼
女
の
前
の
男
性
に
ひ
ざ
が
触
れ
ま

六
m
六
m
棚

p

p
が

し
た
。
そ
の
瞬
間
彼
は
彼
女
に

一
目
惚
れ
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
通
り

ω

1

2

U

U

草

の
真
ん
中
で
起
こ
り
ま
し
た
が
、
ひ
ざ
カ
触
れ
て

L
る
聞
に
、
彼
は
不

吋
O
吋
O

滅
の
愛
、
忠
誠
そ
し
て
敬
意
を
彼
女
に
誓
い
ま
し
た
。
こ
の
光
景
は
、

s
s

ロ
ミ
オ
、
ト
リ
ス
タ
ン
や
ほ
か
の
多
く
の
物
語
中
の
登
場
人
物
や
、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
の
中
世
史
上
に
実
在
し
た
男
性
を
私
に
思
い
起
こ
さ
せ
ま
し

た
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
国
が
誕
生
し
て
か
ら
、
愛
は
祝
福
と
み
な
さ
れ
、

そ
れ
故
に
や
が
て
共
有
す
る
必
要
の
あ
る
不
滅
の
感
情
だ
と
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、

泣
く
こ
と
も
西
洋
の
社
会
で
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
。

泣
け
ば
ス
ト
レ
ス
、
欲
求
不
満
や
悲
し
み
が
解
消
し
ま
す
。
心
理
学

上
、
人
聞
が
感
情
を
た
め
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
は
大
変
危
険
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
人
間
に
は
よ
い
日
が
あ
れ
ば
悪
い
日
も
あ

り
、
人
生
に
は
自
分
で
管
理
で
き
な
い
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。
強
く
な

る
こ
と
は
、
泣
く
勇
気
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
自
分
の
本
当
の
気
持
ち

を
他
人
に
示
す
寛
大
さ
を
持
つ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
親
愛
な
る
読
者
の
皆
様
へ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
以
外
に
翻
訳

で
き
な
い
言
葉

「
サ
ウ
ダ

l
デ
」
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
だ

け
し
か
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
感
情
で
す
。
「
サ
ウ
ダ

l
デ
」
を
感

じ
る
こ
と
は
、
貴
方
の
心
の
中
で
何
か
ま
た
は
誰
か
を
失
っ
て
し
ま
う

こ
と
で
、
心
の
中
に
ぽ
っ
か
り
と
し
た
穴
が
あ
い
た
よ
う
な
感
じ
で

す
。
そ
れ
は
人
物
、
人
生
の
あ
る
時
期
、
国
、
海
、
食
べ
物
、
音
楽
、

ダ
ン
ス
や
思
い
出
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
い
ろ
ん
な
物
で
す
。
サ
ウ
ダ
l

デ
は
、

愛
、
が
現
実
に
な
る
時
、
そ
し
て
気
持
ち
が
純
粋
で
素
直
な
時
だ

け
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
ス
ペ
イ
ン
人
、
イ

タ
リ
ア
人
、
フ
ラ
ン
ス
人
な
ど
の
ラ
テ
ン
民
族
は
、
嘘
、
皮
肉
、
そ
し

て
偽
善
を
憎
ん
で
い
る
の
で
、
厳
し
い
感
情
を
持
つ
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
あ
る
時
、
映
画
を
見
て
い
た
ら
ア
ジ
ア
人
の
女
性
が
、

「
フ
ラ
ン

ス
の
恋
愛
映
画
は
、
私
た
ち
に
ア
ジ
ア
の
戦
争
映
画
を
思
い
出
さ
せ

る
。
」
と
言
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

愛
に
は
じ
ま
り
、
サ
ウ
ダ
1
デ
を
経
て
、
一
課
で
終
わ
る
こ
と
も
人
生

に
は
あ
る
で
し
ょ
う
。

大村市国際交流員

イザベル・コヘイアさん

クァル イ ア スア プロフィサオン

Qual e a sua profissao? 
お仕事は何ですか?
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保
険
料
の
納
付
を

お
忘
れ
な
く
!

保
険
年
金
課

(
1
1
3
・
1
1
4
)

市役所

ft53・4111(代表)

平
成
日
年
度
も
半
分
が
過
ぎ
ま
し

た
。
ま
だ
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
お
済
み
で
な
い
方
は
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。
国
民
年
金
は
、
初
歳
か
ら

ω

歳
に
な
る
ま
で
の
紛
年
間
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を

受
給
す
る
た
め
に
は
、
お
年
以
上
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
(
免
除

期
間
を
含
む
)
。
国
民
年
金
は
、
老
後

の
生
活
の
大
き
な
支
え
と
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
加
入
中
の
ケ
ガ
や
病
気
に
よ

っ
て
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
(
障
害
基

礎
年
金
)
、
不
幸
に
も
一
家
の
大
黒
柱

が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
(
遺
族
基
礎
年

金
)
な
ど
の
備
え
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
い
た
ら
、
各
種
年
金
を
受
給
で

き
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
、
老
後
の
保

障
も
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
の
状
況
で
は
ど
う
し
て

も
納
付
で
き
な
い
場
合
に
は
、
放
っ
て

お
か
ず
に
、
早
め
に
保
険
年
金
課
年
金

係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
学
生
は
、

本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
は

保
険
料
を
納
付
し
な
く
て
も
よ
い
学
生

納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
早
め
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
日
月
は
半
年
前
納
(
下
半
期
)
の
有

効
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
手
持
ち

の
納
付
書
に
添
付
し
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
日
月
1
日
開
j
況
日
制

-
国
民
健
康
保
険
税
・
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を
l

仕
事
な
ど
忙
し
い
と
つ
い
う
っ
か
り

納
め
忘
れ
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
人
に
は
、
口
座
振
替
を
お
勧
め

し
ま
す
。
申
込
用
紙
は
、
市
内
の
金
融

機
関
お
よ
び
郵
便
局
の
窓
口
に
用
意
し

て
い
ま
す
。
納
付
書
と
預
金
通
帳
お
よ

び
届
出
印
を
持
参
の
う
え
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課

国
保
税
係
(
内
線
1
1
6
・
1
1
7
)

年
金
係
(
内
線
1
1
3
・
1
1
4
)

ω月
か
ら

的
歳
以
上
の
方
の
本
来

額
の
介
護
保
険
料
納
付

が
始
ま
り
ま
す

高
齢
福
祉
課
(
内
線
1
3
7
)

げ
∞
歳
以
上
の
方
は
、
介
護
保
険
制
度

に
慣
れ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
お

年
9
月
分
ま
で
保
険
料
負
担
が
軽
減
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
日
年
目
月
分

か
ら
本
来
の
保
険
料
負
担
と
な
り
ま
す

0

0
平
成
担
年
叩
月
か
ら
平
成
均
年
9
月

【
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
様
へ
】

ま
で
・
・
・
本
来
の
保
険
料
額
の
半
分
を
納

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

。
平
成
均
年
叩
月
か
ら
・
・
・
本
来
の
保
険

料
額
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す

る
特
別
給
付
金
の
請
求

に
つ
い
て

福
祉
課
(
内
線
1
5
1
)

新
規
対
象
平
成
5
年
4
月
2
日
以
降

に
戦
傷
病
者
等
と
婚
姻
さ
れ
た
妻
ま
た

は、

5
款
症
以
上
の
戦
傷
病
者
等
と
な

っ
た
妻
(
夫
が
平
成
日
年
4
月
1
日
に

増
加
恩
給
を
受
け
て
い
る
こ
と
)

特
例
対
象
平
成
8
年
5
月
に
最
終
償

還
を
迎
え
た
妻
(
夫
が
平
成
5
年
4
月

1
日
か
ら
平
成
8
年
9
月
初
日
ま
で
の

聞
に
死
亡
)
請
求
期
間
平
成
日
年

目
月
1
日
か
ら
平
成
時
年
9
月
初
日

特
別
弔
慰
金
の
請
求
に

つ
い
て

福
祉
課
(
内
線
1
5
1
)

戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金
の
請
求
は
、
平
成
日
年
4
月
1
日
ま

で
で
す
。

対
象
戦
没
者
死
亡
当
時
の
三
親
等
内

親
族
で
、
主
に
次
の
要
件
を
満
た
す
方
。

平
成
7
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
日
年
3

月
担
日
ま
で
の
間
に
、
公
務
扶
助
料
や

遺
族
年
金
等
を
も
ら
っ
て
い
た
人
が
遺

族
内
に
い
な
く
な
っ
た
方

給
付
内
容
額
面
M
万
円
・

6
年
償
還

の
記
名
国
債

平
成
同
年
度

長
崎
県
戦
没
者
追
悼
式

福
祉
課
(
内
線
1
5
1
)

日
時
叩
月
四
日
倒
、
午
前
日
時
加
分

場
所
長
崎
県
忠
霊
塔
※
遺
族
の
章

は
、
各
地
区
遺
族
世
話
人
を
通
じ
て
配

付
し
ま
す
が
、
届
か
な
い
人
は
福
祉
課

ま
た
は
各
出
張
所
で
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。精

神
保
健
福
祉
協
会
地
方
講
演
会

「
今
、
問
わ
れ
て
い
る

生
き
る
力
と
は
」

，Et--J

子
供
の
出
す

S
O
S
-

か
し
の
木
会

得

丸

谷

@
1
0
9
6
)

日
時
日
月
お
日
例
、
午
後
7
時
j

9

時
場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
講

師
松
本
喜
世
隆
氏
(
三
和
病
院
精
神

科
医
師
)
入
場
料
無
料

職
員

一
丸
で
取
り
組
み
ま
す

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
!

税
務
課
(
内
線
1
2
8
)

管
理
職
が
お
伺
い
し
ま
す

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
解

消
ヘ
向
け
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
課
長

級
以
上
の
管
理
職
を
市
役
所
の
部
局
か

今
月
は
、

7
月
に
か
か
っ
た
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
-
問
い
合
わ
せ

ら
総
動
員
し
、
特
別
徴
収
を
実
施
し
ま

す
。訪

問
は
平
日
の
日
中
だ
け
で
な
く
夜

間
も
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
期
間
平
成
お
年
目
月
お
日
嗣
1

1
月
初
日
幽

・
平
成
日
年
2
月
1
日
幽

j
お
日
同

納
付
が
困
難
な
場
合
は
ご
相
談
を

期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い

場
合
は
、
本
来
納
め
て
い
た
だ
く
金
額

と
は
別
に
延
滞
金
が
課
せ
ら
れ
た
り
、

財
産
の
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ご
事
情
に
よ
り
、
納
付
が
遅
れ
る
よ

う
な
場
合
は
、
早
め
に
税
務
課
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

市
税
や
国
民
健
康
保
険
税
も
金
融
機

関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
替

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
市
役
所

の
税
務
課
、
あ
る
い
は
金
融
機
関
な
ど

の
窓
口
に
備
え
て
い
る
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
預
貯
金
通
帳
・
届
出
の

印
鑑
・
納
付
書
を
持
参
し
、
金
融
機
関

等
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
保
育
料
・
国
民
年
金
保
険
料
・

住
宅
使
用
料
も
同
様
に
利
用
で
き
ま

す
。

{
取
扱
金
融
機
関
}
親
和
銀
行
・
十
八

銀
行
・
長
崎
県
央
農
業
協
同
組
合
・
西

九
州
信
用
金
庫
・
長
崎
銀
行
・
九
州
銀

行
・
た
ち
ば
な
信
用
金
庫
・
九
州
労
働

金
庫
・
郵
便
局
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市役所

ft53・4111(代表)

税
務
課
(
内
線
1
2
4
)

所
得
申
告
の
税
の
控
除
に
つ
い
て
、

証
明
書
が
必
要
で
す
の
で
準
備
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

。
生
命
保
険
料
・
個
人
年
金
保
険
料
・

損
害
保
険
料
・
・
・
保
険
会
社
等
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
証
明
書
を
申
告
時
に
付
け
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
医
療
費
:
・
納
税
義
務
者
が
支
払
っ
た

本
人
お
よ
び
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者

や
親
族
の
医
療
費
は
2
0
0
万
円
を
限

度
と
し
て
、
次
の
計
算
額
が
医
療
費
控

除
と
な
り
ま
す
。
(
支
払
っ
た
医
療
費

ー
保
険
金
等
で
補
て
ん
さ
れ
る
額
)
|

(
日
万
円
ま
た
は
所
得
の
5
%
の
い
ず

れ
か
少
な
い
金
額
)

。
社
会
保
険
料
・
・
・
納
税
義
務
者
が
支
払

っ
た
本
人
お
よ
び
生
計
を
一
に
す
る
配

偶
者
や
親
族
の
社
会
保
険
料
は
、
そ
の

年
に
支
払
っ
た
金
額
が
対
象
に
な
り
ま

す
。

。
寄
附
金
:
・
住
民
税
で
は
、
地
方
自
治

体
・
都
道
府
県
共
同
募
金
(
社
会
福
祉

事
業
法
第

η
条
に
規
定
の
分
)
お
よ
び
、

日
本
赤
十
字
社
に
対
し
政
令
で
定
め
る

も
の
が
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

(
「
寄
附
金
の
支
出
額
」
と
「
総
所
得
等

の
合
計
額
の
お
%
」
の
い
ず
れ
か
少
な

い
ほ
う
の
金
額
)
l
m
万
円

所
得
税
で
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
、

公
益
法
人
等
い
く
つ
か
の
対
象
が
あ
り

ま
す
の
で
、
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

。
雑
損
控
除
・
・
・
納
税
義
務
者
お
よ
び
生

計
を
一
に
す
る
配
偶
者
や
親
族
で
、
災

害
や
盗
難
、
横
領
に
よ
る
損
失
を
生
じ

た
場
合
、
次
の
い
ず
れ
か
多
い
方
の
金

額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

①
(
損
失
額
l
保
険
金
等
に
よ
る
補
て

ん
額
)
|
(
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額

の
日
%
)

②
災
害
関
連
支
出
の
金
額
1
5
万
円

。
小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金
控
除
・
・
・
中

小
企
業
総
合
事
業
団
の
共
済
契
約
に
支

払
っ
た
掛
金
お
よ
び
心
身
障
害
者
扶
養

共
済
制
度
に
支
払
っ
た
掛
金
の
全
額

-
電
話
加
入
権
を
公
売

圃

税
務
課
(
内
線
1
2
8
)

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時
日
月
お
日

ω、
午
後
1
時
加
分

場
所
市
役
所
第
3
会
議
室
公
売
方

法
一
般
競
争
入
札
代
金
納
付
期
限

即
納
持
参
す
る
も
の
印
鑑
(
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状
)
公
売
台
数

若

干

※

N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら

れ
な
い
場
合
(
未
成
年
の
買
受
な
ど
)

は
、
売
却
決
定
を
取
り
消
し
ま
す
。
な

お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に
滞
納
税
が
完

納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
売
を

中
止
し
ま
す
。

。

期

間

叩

月
1
日
刊
1
7
日
間

O
場
所

市
内
各
司
法
書
士
事
務
所

※
詳
し
く
は
、

市
内
各
司
法
書
士
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
何
回

第
幻
海
軍
航
空
廠
殉
職

者
慰
霊
祭

第
紅
海
軍
航
空
廠
殉
職
者
慰
霊
塔

奉
賛
会
神
近
(
岱
⑮
4
6
6
4
)

場日
所時

日
月
お
日
側
、
午
前
叩
時
却
分

慰
霊
塔
公
園
(
協
和
町
)

「
長
崎
県
労
働
金
庫
」

名
称
が
変
わ
り
ま
す

九
州
労
働
金
庫
大
村
支
庖

(宮
@
2
3
0
0

日
月
1
日
か
ら
九
州
7
県
の
労
働
金

庫
が
合
併
し
「
九
州
労
働
金
庫
」
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
大
村
市
の
公
金

を
取
り
扱
っ
て
い
る
長
崎
県
労
働
金
庫

大
村
支
屈
の
名
称
も
「
九
州
労
働
金
庫

大
村
支
庖
」
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
業
務
の
内
容
は
こ
れ
ま
で
ど

お
り
の
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
九
州
労
働
金
庫
大

村
支
居
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
白
婦
人
議
会

コ
ミ
セ
ン

(岱
⑪
3
1
6
1
)

市
内
の
婦
人
団
体
が
市
政
に
つ
い
て

討
議
す
る

「
一
日
婦
人
議
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
環
境
、
福
祉
、
教
育
な
ど
女

性
の
視
点
か
ら
見
た
問
題
を

一
日
婦
人

議
員
が
質
問
し
ま
す
。
自
由
に
見
学
で

き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日

時

日
月
9
日

ω、
午
前
9
時

場
所
コ
ミ
セ
ン
大
会
議
室

医
療
教
喬
講
演
会

大
村
市
医
師
会
(
宮
@
0

1
5
1
)

の

日

時

叩

月
お
日
嗣
、
午
後
6
時
初
分

j
8
時
叩
分

場

所

市

民

会

館

テ

ー
マ

「
地
域
医
療
を
考
え
る
」
j
シ

リ
ー
ズ
②
地
域
医
療
と
病
診
連
携
に
つ

い
て
j
講
師
牧
山
隆
雄
先
生
(
牧

山
医
院
院
長
)

み
ん
な
の
健
康
教
室

「
お
年
寄
り
に
よ
く
み

ら
れ
る
疾
患
」

国
立
病
院
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

(宮(⑫
3
1
2
1
)

日
時
日
月
叩
日
側
、
午
後
3
時
j
4

時
却
分
場
所
国
立
病
院
長
崎
医
療

セ
ン
タ
ー
内
容
日
の
病
気
(
眼
科

医
師
)
・
耳
の
病
気
(
耳
鼻
咽
喉
科
医

師
)
・
排
尿
障
害
(
泌
尿
器
科
医
師
)

市
民
公
開
講
演

九
州
医
学
検
査
学
会
(
宮
@
3
1
2
1

日
時
叩
月
幻
日
冊
、
午
前
日
時
j
正

午

場

所

シ

l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら

内
容

「小
さ
な
自
然
を
見
つ
め
て
」

講
師

栗
林
慧
先
生
(
自
然
写
真
家
)

入
場
料
無
料

消
費
生
活
情
報
ホ

i
ム

ぺ
i
ジ
開
設

県
県
民
生
活
課
消
費
者
行
政
班

(
8
0
9
5
1
8
2
4
1
8
1
9
2
)
 

長
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
活
動

内
容
の
紹
介
を
は
じ
め
、
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
た
相
談
事
例
の
紹
介
、
商
品

テ
ス
ト
情
報
や
セ
ン
タ
ー
で
貸
し
出
し

の
で
き
る
ビ
デ
オ
等
の

一
覧
、
各
種
講

座
の
お
知
ら
せ
な
ど
消
費
者
の
皆
さ
ん

へ
の
情
報
満
載
で
す
。

「
な
が
さ
き
消
費
生
活
館
」
ホ

I
ム
ペ

l
一ン

}
戸
円
円
七
一
¥
¥
老
巧
巧
・
円

)H.0同・門戸
mwmm戸
ωmHE--七
¥ω
巴

}SE¥ω
巴
}
S
E
¥
ω
F
S
E

-22-

「
あ
い
あ
い
栂
談
室
」
開
設

な
が
さ
き
看
護
セ
ン
タ
ー

(岱
⑬
8
2
8
0
・
8
2
8
1

地
域
の
人
々
の
心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
「
あ
い

あ
い
相
談
室
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
個

別
面
接
と
電
話
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
日
・
内
容
第
1
土
曜
日
:
・
子
育

て
相
談
・
思
春
期
相
談

第
3
土
曜
日
・
・
・
介
護
お
よ
び
健
康
相

談
・
結
婚
相
談

場
所
な
が
さ
き
看
護
セ
ン
タ
ー

早
市
、
永
昌
町
)

時
間
午
後
1
時
j
4
時

諌

市皇民室 . 問A しわせ閏、

午前時時9 4 

く高〉。キ談窓口目しさ、
相費生談員活

槽商消，困σ醒なはど去〉
消費者契約Jや悪フフレ

でお困り

費J消契約などレ

4 



円
(
保
険
料
含
む
)
競
技
形
式
・
コ

ー
ス

①
ポ
イ
ン
ト
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ

ン
グ
(
一
般
的
に
行
わ
れ
る
競
技
内
容
)

入
門
コ

l
ス
・
経
験
コ

l
ス
・
ベ
テ
ラ

ン
コ

l
ス
②
ト
レ
イ
ル
オ
リ
エ

ン
テ
l

リ
ン
グ
(身
体
の
不
自
由
な
方
も
参
加

で
き
ま
す
。
初
心
者
に
も
お
す
す
め
)

安
心
コ

l
ス
・
ち
ょ
っ
と
だ
け
冒
険
コ

ー
ス
・
た

っ
ぷ
り
の
自
然
コ

l
ス

※
い
ず
れ
も
1
グ
ル
ー
プ
2
1
3
人
。

家
族
は
人
数
制
限
な
し
持
っ
て
く
る

も
の
参
加
料
・
赤
の
ボ
ー
ル
ペ
ン・

弁
当

・
水
筒
・
時
計
駐
車
場
県
民

の
森
に
駐
車
可

(
無
料
)
申
込
方
法

は
が
き
に
代
表
者
氏

名

(
ふ
り
が

な
)
・
住
所
・

電
話
番
号

・
年
齢
と
そ

の
他
参
加
者
の
氏
名

・
年
齢
お
よ
び
希

望
す
る
競
技
の
形
式
と
コ
1

ス
を
明
記

し
て
、

「
=1
8
5
7
1
0
8
7
9
佐
世

保
市
島
地
町
日
日
ペ
ア
l
レ
佐
世
保

内

佐
世
保
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
協

会
」
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
目
月
日
日
側

(大
会
当
日

も
受
け
付
け
ま
す
)

ホ
リ
デ
イ
(
休
日
)
保
育

事
業
に
つ
い
て

7
)

利
用
料

1
人
1
日
に
つ
き
1
、

5
0
0
円

そ

の

他

利

用
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

市
立
保
育
所

臨
時
・
パ
!
ト
職
員
の

登
録
を
し
ま
せ
ん
か

労
働
ガ
イ
ダ
ン
ス

親
ヱ
J

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
開
講

ハロ

l
ワ

l
ク
大
村

(宮

@
8
6
0
9

社
会
教
育
課
(
内
線
3
6
8
)

児
童
家
庭
課
(
内
線

1
5
4
)

市
立
保
育
所
の
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員

と
し
て
働
け
る
、
保
育
士
・
調
理
師
・

看
護
婦
(
士
)
の
登
録
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

申
込
資
格
保
育
士
・
調
理
師
・
看
護

婦

(
士
)
の
資
格
を
有
し
、
市
内
に
お

住
ま
い
の
人
申
込
方
法
市
販
の
履

歴
書
に
写
真
貼
付
の
う
え
、
資
格
証
の

写
し
を
添
付
し
て
児
童
家
庭
課
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
随
時

国
育
財
産
の
一
一
般
競
争

入
札
に
つ
い
て

親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
ぬ
り
絵

や
木
の
実
運
び
な
ど
体
験
遊
び
を
し
ま

せ
ん
か
。

対
象

2
1
5
歳
児
と
そ
の
保
護
者

日
時
日
月
口
日
l
毎
月
第
1
・
3
水

曜
日、

午
前
日
時
初
分
j
正
午

場

所

子

ど
も
科
学
館

働
く
た
め
に
必
要
な
制
度
や
法
律
の

基
礎
知
識
、
医
療
保
険
の
給
付
方
法
お

よ
び
税
金
や
年
金
の
あ
ら
ま
し
な
ど
に

つ
い
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
日
時
日
月
時
日
側
、
午
後
1
時

加
分
j
3時
ぬ
分
場
所
コ
ミ
セ
ン

参
加
費
無
料

福
岡
財
務
支
局
長
崎
財
務
事
務

所
統
括
固
有
財
産
管
理
官
管
理

処
分
担
当

(8
0
9
5
1
8
2

2
1
4
2
7
1
)
 

物

件

森

園
町
6
6
3番
3

(宅
地
2

万
6
、
6
4
3
・

mぱ
)
・

本
町
3
8

7
番
1
(宅
地
7
9
5
・日
2m)

・
松

並
1
丁
目
2
1
3
番

目

(
宅
地
7
6

6
・
お
2m
)

入
札
方
法
郵
送
(
期

間
入
札
)
入
札
受
付
期
間
日
月
U

日
制
j
v
m
日

ω
詳
し
く
は
福
岡
財
務

支
局
長
崎
財
務
事
務
所
統
括
固
有
財
産

管
理
官
管
理
処
分
担
当
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

就
職
活
動
中
の
皆
さ
ん
へ

ご
寄
じ
で
す
か
?

男
女
雇
用
機
会
均
等
法

rフ，、
.. 

長
崎
労
働
局
雇
用
均
等
室

(
2
0
9
5

8
4
4
4
3
8
4
)
 

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
募
集

・
採

用
に
お
け
る
男
女
差
別
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
就
職
活
動
の
中
で
、
男
女
差

が
あ
る
と
思
わ
れ
た
ら
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
女
子
学
生
だ
け
で
な
く
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
も
受
け

て
い
ま
す
。

第
お
ロ

西
海
オ
リ
エ
ン
テ
i
リ

ン
グ
大
会

看
護
職
の
求
人・

求
職
登
録
シ
ス
テ
ム

E
EコC
3
0
」
が
で
き
ま
し
た

" 

間
日
本
看
護
協
会
中
央
ナ
l
ス
セ

ン
タ
ー

(
2
0
3
1
3
4
0
6
1

5
9
5
8
)
 

学校名 実 施日 開始時刻

本公 原 9月25日(火) 14 : 00 

福 重 9月26日(水) 13 : 30 
大 キf 9月28日(金) 14: 00 

西 大 村小 10月3日 (水) 13 : 30 
竹 松 10月11日 (木) 14 : 00 

浦小 10月12日 (金) 13 : 30 
富の 原小 10月16日 (火) 13 : 30 
放 虎 原 小 10月17日 (水) 13 : 30 
中 央 小 10月18日(木) 13 : 30 
東 大 村 小 10月19日 (金) 13 : 30 
を令 田 10月19日(金) 13 : 30 
黒 木 10月24日(水) 13 : 30 
r王-三呈工= 瀬 小 10月24日 (水) 13 : 30 

城小 10月29日 (月) 13 : 15 
旭 が丘 小 11月8日(木) 14 : 00 

平成14年度入学予定児童の皆さん

就学時の健康診断を実施します
対象平成 7年 4月2日~平成 8年 4月 1日生まれ
内容 内科 ・歯科検診、 視力検査、教育相談

実施日 ※開始30分前から受け付けます。

日
本
看
護
協
会
中
央
ナ
l
ス
セ
ン
タ

ー
は
、
看
護
職
や
看
護
学
生
に
対
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
求
人
・
求
職

情
報
の
登
録
、
変
更
、
検
索
、
紹
介
依

頼
、
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

照
会
先

制
日
本
看
護
協
会
中
央
ナ
l

ス
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
l
ジ

宮
守
一
¥
¥
巧
巧
巧
・
ロ
の
の
ω
・ロ

E
.
2・
2
・Z
¥

。，コ
C
『

ω

。

}
戸
芹
円
)
一
¥
¥
巧
巧
巧
・
ロ

E
.
ω
φ
B
R
2・
ロ
旦

市役所

ft53・4111(代表)

児
童
家
庭
課
(
内
線
1
5
4
)

ゆ
り
か
ご
保
育
園
(
包

@
1
6
8
7
)

通
常
保
育
所
が
休
み
と
な
る
日
曜
・

祝
日
等
に
保
護
者
の
勤
務
等
に
よ
り
児

日
時
的
月
紅
白
岡

※
小
雨
決
行
。

立里
を
保
育
で
き
な
い
方
の
た
め
、
保
育

荒
天
の
時
は
叩
月
お
日
間
に
延
期
集
所
を
開
所
し
受
け
入
れ
ま
す
。

合
場
所
県
民
の
森
正
面
ゲ
l
ト

(

西

対

象

市

内

の

認
可
保
育
所
に
入
所
し

彼
杵
郡
外
海
町
)
受
付
時
間
午
前
て
い
る
児
童

実
施
保
育
園
ゆ
り
か

9
時
l
m
時

参

加

料

1
人
3
0
0

ご
保
育
園
(須
田
ノ
木
町
宮
@
1
6
8

叩
月
1
日
i
引
日
ま
で
は
、
マ
イ
・
バ

ッ
ク
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

(買
い
物
袋
持
参
運
動
)
の
集
中
実
施
期
間
で
す
。
①
買
い
物
の
際
は
買
い
物
袋
を
持
参
し
、
販
売
業
者
に
射
し
レ
~ン
袋

の
提
供
を
求
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
②
商
品
購
入
の
際
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
や
適
正
な
容
器
包
装
の
商
品
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

佐
世
保
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
協
会

(
8
0
9
5
6
1
2
4
1
7
0
1
1
)
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市役所

ft53-4111 (代表)

大
村
子
ど
も
劇
場
第
1
0
0
回
例
会

コ
」
ま
の
お
っ
ち
ゃ
ん
の

こ
ま
の
サ
ー
カ
ス
」

大
村
子
ど
も
劇
場
(
宮
@
7
0
6
3
)

日
時
叩
月
ロ
日
制
、
午
後
6
時
ぬ
分

1
8時
加
分
会
場
竹
松
住
民
セ
ン

タ
ー
入
場
料
会
員
は
会
費
か
ら
支

払
い
ま
す
。
随
時
入
会
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
※
こ
ま
の
体
験
指
導
コ
ー

ナ
ー
あ
り
。

-
m月
は
住
宅
月
間
民

国

建
築
課
(
内
線

4
4
3
)

高
齢
化
社
会
に
や
さ
し
い
す
ま
い
に

関
す
る
展
示
等
を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
、

餅
っ
き
、
餅
ま
き
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

等
も
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
物
や
住
宅
・

建
築
の
無
料
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
お

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
日
時
日

月
7
日
側
、
午
前
日
時
l
午
後
3
時

場

所

シ

l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら

秋
の
日
帰
り
観
光
パ
ス

ツ
ア
i
参
加
者
募
集

観
光
物
産
課
(
内
線
2
4
2
)

日
時

H
月
日
日
目
、
午
前
9
時
初
分

出
発
j
午
後
4
時
到
着
予
定
対
象

市
内
在
住
の
人
定
員
お
人
(
定
員

意でい料大ム議所集所 1 に

霊宏 主長ぷ昼雲L自主号高3)号
嗣. す加運食園彩佐島く前 l次
者 m 。く動な の!安平だ※ 31第
募芯 だ靴ど費里 A 谷さ当日締

集? 三2互用IL層2L:日制思
動日 5楠↓プ 時集募

ク ※きご O本昼〈コ 15合孟
セ 昼や持 O正食ブ l分場顛= 食 す 参 円 隆 ↓ 場 スま所間勺企
ヱ はいく(屋萱↓ で 季茎
7 ご服だ保敷瀬黒市に市 10 亮

1 用装さ険↓ダ木役お役月 1期
O間
O 
万 9
円月
X27 
1日
4休)
o ¥ 
本10
O 月

と 12
V.J日

そ幽
品今
収竿
益 7
金 j

笠億
川 5
町 n

2i 
お
ど×
旬14
Z本

iz 
L房事'"当電

通塁
対?
策 t

露i
化芸
対出
策リ

な司

品尋
:t~ ~ 
イ主人
民 u

O σ〉円

干高元
lJL円
向×
太 14
Z本
め

使
わ
れ
ま
す

側
幻
世
紀
職
業
財
団
長
崎
事
務
所

(
8
0
9
5
8
2
7
1
2
6
2
)
 

育
児
・
介
護
等
に
よ
り
仕
事
を
辞
め

て
い
て
再
就
職
を
希
望
す
る
人
を
支
援

す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
程
叩
月
紅
白
側
:
・
「
働
く
上
で
の

法
律
・
制
度
」
、
日
月
1
日
制
・
:
「
企

業
の
求
め
る
人
材
と
は
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
l
の
基
礎
・
私
の
適
職
発
見
」
、
日

月
2
日
制
:・

「イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
操

作

」

時

間

午

後

1
時
j

4
時

場

所
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

受

講

料

無

料

託

児

1
歳
l
就
学

前

定

員

初

人

申

込

方

法

往

復

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
就
職
経
験
の
有
無
・
託
児
希
望

者
は
子
の
名
前
と
年
齢
を
明
記
の
う

え、

「
一丁
8
5
6
1
0
8
2
5
西
三
城

町
7

9
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ

ー
」
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
月
M
日
制

県
民
の
森

「
芋
掘
り
と
森
の
散
策
」

参
加
者
募
集

長
崎
県
民
の
森
管
理
事
務
所

(
8
0
9
5
9
2
4
1
6
6
0
)
 

日
時
日
月
幻
日
出
、
午
後
1
時
1

4
時
場
所
県
民
の
森
(
西
彼
杵

郡
外
海
町
)
受
付
当
日
午
前
日

時
j

イ
ベ
ン
ト
内
容
サ
ツ
マ
イ

モ
の
掘
り
取
り
・
森
の
散
策
・
サ
ツ

マ
イ
モ
(
焼
き
芋
)
の
試
食
募
集

人

員

先

着

2
0
0
名
(
定
員
に
な

り
次
第
締
切
)
参
加
料

2
0
0

円
(
小
学
生
以
上
)

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
研
修
会
受
講
笠
募
集

社
会
教
育
課
(
内
線
3
6
8
)

対
象
生
涯
学
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
心
を
持
つ
成
人
募
集
人
員

1
0

0
人

期

間

日

月

M
日
側
、
午
前
日

時
j
午
後
4
時
加
分
・
お
日
制
、
午
前

日
時
l
正

午

場

所

コ

ミ

セ

ン

申

込
方
法
電
話
で
社
会
教
育
課
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
月
ロ
日
制

親
子
映
画
会

10月6日届
10: 00~11 : 00 市コミセン
14 : 00~15 : 00 西大村コミセン

ーかんすけさんとふしぎな自転車(アニメ 23分)
Eクオレ物語(炭屋の子ベッチ) (アニメ 25分)
・なかよし村のケララ(アニメ 16分)

10月6日国
10: 00~11 : 00 中地区公民館

.おば、けうんどうかい(アニメ 25分)

.クオレ物語(難破船) (アニメ 19分)
園ベンと工イモス(アニメ 23分)

-24 -

「季節を彩る和裂[わぎれ]
ジャ1¥二一スεパッチワークJ

小関鈴子著 日本ヴオーグ社

縮緬・論子・しゅす -紅絹[もみ]・木綿
などの和裂を使ったパッチワークの作
品集です。和裂の持つあでやかな美 し
さに思わず、うっとりしてしまいます。

眠れぬ夜を抱いて(野沢尚著)/償い(矢口敦子著)/風精
[ゼルフィス]の棲む場所(柴田よ しき著)/かずら野(乙川優
三郎著)/カフェ一小品集(撮本野ばら著)/翼はいつまで
も(J11上健一著)/地獄の始末 真贋控帳 (津田ふじ子著)/
野性の正義 (フィリップ ・マーゴリン著)/夏の最後の蓄積(連
城三紀彦著)/清算[チョンサン1(森詠著)/ジュリエット(伊
島りすと著)/ドミノ(恩田陸著)/骨の袋上 下 (ステ ィー
ヴン ・キング著)/ラ ・ベットラの定番スパゲティ (落合務著)

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。
どうぞ、ご利用ください。

大村市立図書館ホームページ
http://www.lib.omura.nagasaki.jp 
・問い合わせ 市立図書館 (n.FAX (2457) 

..司，.る剥割
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市役所

ft53・4111(代表)

-
平
成
昨
年
度

.
市
立
幼
稚
園
圏
兇
募
集

圃

教
育
委
員
会
庶
務
課
(
内
線
3
6
2
)

募
集
年
齢

平
成
8
年
4
月

2
日
1
平

成
日
年
4
月
1
日
生
ま
れ

募
集
期
間

日
月
初
日
出

i
白
日
同

申
込
方
法

各
幼
稚
園
ま
た
は
、
教
育
委
員
会
に
あ

る
願
書
に
記
入
の
う
え
、
希
望
の
幼
稚

園
に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
入
園
希
望
者
が
各
閣
の
募
集
人
員
を

超
え
た
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

電話番号

53-1550 

53-1551 

52-2549 

52-4502 

52-3564 

5歳児

20人

20人

40人

40人

42人

40人 l'55-8301 
20人 I 55-8741 

20人 I 55-8721 

242人

4歳児

5人

5人

30人

30人

14人

30人

5人

5人

124人

幼稚園名

三浦幼稚園

鈴田幼稚園

大村幼稚園

西大村幼稚園

放虎原幼稚園

竹松幼稚園

福重幼稚園

松原幼稚園

計

平
成
昨
年
度

私
立
幼
稚
園
園
児
募
集

各
幼
稚
園
へ

対
象

平
成
8
年
4
月
2
日
l
平
成
日

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児

願
書
配
布
日
月
1
日
何
i

願
書
受

付
開
始
叩
月
日
日
∞
i

※
詳
細
は

各
幼
稚
園
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

大
村
聖
母
幼
稚
園
(
包
@
2
0
4
8
)

長
崎
星
美
幼
稚
園
(
岱
②
2
4
7
3
)

向
陽
幼
稚
園
(
宮
⑬

6
2
6
2
)

平
成
昨
年
産

児
童
ク
ラ
ブ
(
学
童
保
育
)

入
所
児
童
募
集

各
児
童
ク
ラ
ブ
へ

対
象

共
働
き

・
父
子
・
母
子
家
庭
お

よ
び
そ
の
他
の
事
情
で
、
下
校
後
の
保

育
に
欠
け
る
児
童
(
原
則
と
し
て
小
学

校
1
1
3年
生
ま
で
)

期
間

平
成

H
年
4
月
1
日
か
ら
1
年
間

※
保
育
時
間
等
に
関
し
て
は
各
児
童
ク

ラ
ブ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
昨
年
度

県
立
ろ
う
学
校
園
児
募
集

長
崎
県
立
ろ
う
学
校
(
宮
⑫

2
4

4
4
・
四
②

3
4
5
3
)

園申し込み・問い合わせ (月~土曜日の午後)

クラブ名 | 説明場所 i 問い合わせ | 校区

元気 っこ学童 クラブ |移転のため未定 1ft⑪ 74 2 5 I養護学校

おひさま児童クラブ |おひさ ま 保 育 園 内 1ft⑬ 68 7 1 I旭が丘小大村小

松原いちご児童クラブ |松 原 農 協 裏 |同 28 6 0 I松原小学校

福重児 童 クラブ |福 重 小 学 校上 |携帯ω即日。15州福重小学校

三 城児 童 クラブ |洲市療育支援切ー内(1日三桝欄)I岱 @ 05331三城小学校

とまと児童クラブ |大村幼稚園内 IftC@ 6 4 3 8 I大村小学校

ほ う こ 児 童 クラブ |放虎原小学校体育館裏 1ft⑫ 21 9 4 I放虎原小学校

くさ ぶえ児童ク ラブ |富の原小学校プール横 Ift~ 1 5 8 2 I富の原小学校

さくらんぼ児童クラブ |中地区ふれあい館内(中央小学校横)I岱⑫ 33 3 9 I中央小・西大村小

対
象

平
成
8
年
4
月
2
日
j
平
成

日
年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
聴
覚
に
障

害
の
あ
る
乳
幼
児
・
呼
ん
で
も
振
り
向

か
な
い
な
ど
聞
こ
え
に
不
安
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
乳
幼
児

※
0
歳
か
ら
の
教
育
相
談
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

消
防
士
募
集

県
央
地
域
広
域
市
町
村
国
組
合
消

防
本
部
(
岱
③

0
1
1
9
)

受
験
資
格

①
昭
和
日
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
臼
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
②
県
央
広
域
市
町
村
圏
域
内
に
居

住
す
る
人
ま
た
は
採
用
後
居
住
可
能
な

人

受

付

期

間

目

月
9
日
ω
1
2
日

卯

(
当
日
消
印
有
効
)

第
1
次
試
験

平
成
お
年
日
月
日
日
制

(
北
諌
早
小
学

校
)

試
験
内
容
教
養
試
験
・
身
体

検
査

・
体
力
検
査

採
用
予
定
人
員

若
干
名

申
込
先
一
T
8
5
41
0
0

0
5

諌
早
市
城
見
町
包
番
目
号
県

央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

聞
自
衛
官
募
集

-

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所

圃

(岱
(@
6
2
1
7
)

O
看
護
学
生

受
験
資
格

高
卒

(見
込
み
を
含
む
)

《第
什
回
公
証
週
間

M
A

歳
未
満
の
人

ω
 

。
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

受
験
資
格

高
卒
(
見
込
み
を
含
む
)

幻
歳
未
満
の
入

試
験
日

日
月
3
日

出

・
4
日
但

。
防
衛
大
学
校
学
生

受
験
資
格

高
卒

(
見
込
み
を
含
む
)

氾
歳
未
満
の
入
試
験
日
日
月
日
日

目

・
日
日
制

受
付
期
限

い
ず
れ
も
日
月
ロ
日
制

試
験
日

日
月
お
日

第
ゆ
ロ
ま
ち
づ
く
り
標

語
懸
賞
募
集

都
市
計
画
課
(
内
線

4
3
4
)

「ま
ち
、
つ
く
り
」
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ま
ち

m

つ

く
り
に
参
加
し
、
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
よ
う
な
み
ん
な
で
進
め
る
ま
ち
前つ

く
り
を
広
め
る
た
め
の
合
い
言
葉
を
募

集
し
ま
す
。

課
題

「
み
ん
な
で
進
め
る
ま
ち
、つく

り
」

応
募
方
法

は
が
き
に
住
所
・

電
話
番
号
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
職

業

(
ま
た
は
学
校
名
・

学
年
)
・
応
募

部
門
(
ま
ち

m

つ
く
り
標
語
懸
賞
部
門
)

を
必
ず
明
記
の
う
え
、
「
一丁
1
0
2

0
0
9
4東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町

3
|
沼

例
都
市
計
画
協
会

内

ま

ち

づ
く
り
月
間
実
行
委
員
会
標
語
募
集

係
」
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
(何

点
で
も
応
募
可
)

募
集
期
限

平
成
お
年
ロ
月
白
日
開

叩
月

1
日
1
7
日
》
叩
月

5
日
制

午
後

1
時

1
4
時

・
市
役
所
市
民
相
談
室

住
宅
情
報

-
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

申
込
期
限

叩
月
叩
日
制

抽

選

日

叩
月
刊
は
日
倒
午
前
叩
時
1

入

居

日

什
月
1
日
附

抽
選
場
所

副
周
到
飼
け
岡
村
到
謝
到

階

4 

建築課(内線443)

10月11日か ら17日までは、全同一斉 「違反建築防止

週間JJです。週間内の行事のーっとして、 「建築無料

相談1引 を開設します。建築物の新築 ・増改築の子続き、

間取りや内外装に関すること 、住宅の修繕、住宅金融

公庫の融資に関するこ とな ど建築 ・住宅の全般的な相

談に応じますので、お気軽においでくだ さい。

日時 10月16日(火)10: 00~16 : 00 
場 所大村市役所 1階ロビー

建築無料相談所の開設

.問い合わせ
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市役所

ft53・4111(代表)

-
お
り
が
み
で
あ
そ
ぼ
う

閣
参
加
者
募
集

圏

中
地
区
公
民
館
(
宮
@
1
3
7
6
)

お
り
が
み
で
季
節
の
行
事
を
折
っ
て

遊
び
ま
す
。
参
加
料
は
無
料
。
誰
で
も

自
由
に
参
茄
で
き
ま
す
。

日
時

m月
初
日
目
、
午
後
2
時
i
4

時

場

所

中

地

区

公

民

館

テ

l
マ

「見
虫
た
ち
の
世
界
」

持
参
品
は
さ

み
・
ボ
ン
ド

平
成
均
年
度

喬
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
日
系

社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
説
明
会

国
際
協
力
事
業
団

九

州
国
際
セ
ン
タ
ー

(
8
0
9
3
1
6
7
1
1
8
3
4
9
 

説
明
会
日
時
日
月
3
日
出
、
午
後
6

時
鈎
分
i
8
時
必
分

場
所

大
村
市

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
募
集

資
格
青
年
海
外
協
力
隊
・
:
平
成
H
年

日
月
初
日
現
在
、
満
却
歳
か
ら
お
歳
ま

で
の
日
本
国
籍
を
も
つ
人
そ
の
他
・
:

派
遣
時
満
州
制
歳
か
ら

ω歳
ま
で
の
日
本

国
籍
を
も
っ
人
派
遣
期
間

青
年
海

外
協
力
隊

(
2
年
間
)
・
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

(
1
年
な
い
し

2
年

間
)
・
日
系
社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア

(
1
年
な
い
し

2
年
間
)
募
集
期

間

日

月
日
日
側
i
H
月
初
日

ω
資

料
請
求
方
法

募
集
説
明
会
で
資
料

・

願
書
を
配
付
し
ま
す
が
、
郵
送
を
希
望

さ
れ
る
人
は

3
9
0
円
切
手
を
同
封
の

う
え
、
住
所
・
氏
名
等
連
絡
先
を
明
記

し
て

「
〒
8
0
5
1
8
5
0
5
北
九
州

市
八
幡
東
区
平
野
2
1
2
1
1
国
際
協

力
事
業

団

九

州
国
際
セ
ン

タ

ー

協

力
隊
/
シ

ニ
ア
/
日
系
シ
ニ
ア
係
」
ま

で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

市長英語言説険夕暮れ時における早めの点灯
雨・曇天時の終日点灯運動
。日没 1時間前には前照灯をつけましょう 。
。雨・曇天時は、昼間でも点灯しまし ょう。 保険料 10月加入 240円

忠出で;11月加入 200円

せ
引

わ
引

合
線

い
内
所

問
(
張

.
課
出

み
策
各

込
対
は

し
全
た

申
安
ま

• -早めの点灯時間(目安)
10月…午後5時頃
11月・・午後4時30分頃

早めの点、灯は安全運転のシンボルサインです。

白
歳
ま
で
の
安
定
し
た
雇
用
の
確
保
、
高
年
齢
者
の
再
就
職
の
支
援
等
広
く
周
知
・
啓
発
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

高
年
齢
者
の
雇
用
に
つ
い
て
、
事
業
主
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「土木の目」1 1月18日は、

土木の日現場見学会
土木工事現場を見学するパスツア

園期日 11月18日(日)

・時間午 前8時45分大村市役所玄関前出発

.コース 大村市役所→佐世保駅周辺再開発事業現場→佐世

保駅高架化事業現場→西海パールシーリゾー卜→

大村市役所着

・持参するもの 筆記用具・水筒

・応募方法 往復はがきに、参加者氏名・年齢・住所・電話

番号を明記のうえ、 「干856・8686玖島1・25大村

市役所土木課」まで申し込んでください。(子供

だけの参加は中学生以上に限ります)

・参加費 無料 (昼食は準備します)

・定員 45人 (応募者多数の場合は初参加の人を優先します)

・応募募切 10月28日(日) 市土木課 (内線421)-面開置奇E司Fd・

クリーンエネルギー 天然ガス導入記念

9 
開催間近グ 品L233す

ゆ'1#ズ6フ
九州ガス側大村支屈

fi53-3320 
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入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
い
き
い
き
下
水
道
フ
エ

ス
タ
」
標
語
・
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル

下
水
道
業
務
課
(
内
線
4
1
0
)

9
月
日
日
の

「下
水
道
の
日
」
に
ち

な
み
、
下
水
道
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

環
境
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
一
環
と

し
て
、
市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
ポ

ス
タ
ー
お
よ
び
標
語
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

4
年
生
以
上
の
小
学
生
か
ら
必
点
、
標

語
に
つ
い
て
は
、
中
学
生
か
ら

7
4
0

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
主
な
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す。「
い
き
い
き
下
水
道
フ
ェ
ス
タ
』
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
(
敬
称
略
)

。
大
村
市
長
賞
(
山
本
紗
弓
・
旭
が
丘

小
6
年
)
O大
村
市
議
会
議
長
賞
(
潰

田
瑠
利
・
東
大
村
小
6
年
)
O大
村
市

市役所

ft53・4111(代表)

おめでとう
102歳

開啓太郎さん(明治32年 8月26日生まれ・

宮小路3丁目)が102歳の誕生日を迎えられ、

甲斐田市長が花束や長寿祝金を贈り、誕生日

をお祝いしました。現在入院中ですが、食欲

畦盛で食前酒を飲むことを楽しみにしている

そうです。これからも長生きしてください。

教
育
長
賞
(
寺
井
沙
苗
・
鈴
田
小
6
年
)

O
大
村
市
排
水
設
備
協
会
長
賞
(
尾
崎

由
佳
・

一二
浦
小
6
年
)

『
い
き
い
き
下
水
道
フ
工
ス
タ
』
標
語
コ

ン
ク
ー
ル
(
敬
称
略
)

。
大
村
市
長
賞
(
田
中
美
波
・
桜
が
原

中
3
年
)
O
大
村
市
議
会
議
長
賞
(
石

井
里
佳
・
大
村
中
3
年

)
O大
村
市
教

育
長
賞
(
波
戸
咲
乃
・
玖
島
中

3
年
)

O
大
村
市
排
水
設
備
協
会
長
賞
(
旭
量

平
・
桜
が
原
中
2
年
)

標
語
部
門
・
大
村
市
長
賞

「
下
水
道
未
来
に
つ
な
ぐ

水
の
橋
」

ポ
ス
タ
ー
部
門
・
大
村
市
長
賞

品人リ
ノ。+小

日ス
州
一
服

大村市陸上競技記録会・中学校新人大会

バレーボール(女子)

三浦 日泊町、今村町

鈴田 陰 平 上、陰平下

大村 木 場、須田ノ木

西大村 協和町、池 田

竹松 大川田町、鬼橋町

萱瀬 黒木町、田下町

福重 沖田町、立福寺町

松原 浦 2区

ソフトボール(男子)

三浦 今村町、西部町

鈴田 岩松町、小川内町

大村 田の平、東浦 A

西大村 池田 B、古賀島西

竹 松 大川田町A、竹松本町第一

萱瀬 宮代 A、久良原

福重 今 富町、皆同町

松原 今山町、北松本

.期日 10月27日(土)、午前10時競技開始

.場所 市営陸上競技場

.競技種目

[小学4-6年生男女]100m' 1，000m(4年生のみ800m)・

4X100mR.走幅跳-ソフトボール投

[中学生男子]100m' 200m' 400m . 800m . 1，500m' 

3.000m' 100mH . 110mH . 4X100mR . 4X200mR . 

走幅跳-三段跳・走高跳・ 棒高跳-砲丸投

{中学生女子]100m' 200m' 800m . 1，500m . 80mH . 

100mH . 4X100mR .走幅跳 -走高跳 ・砲丸投

.参加資格 陸上競技に耐える体力があり、児童生徒に

おいては保護者の承諾を得た人。市内外は問わなt) 0 

.申込料 無料

.申込期間 10月4日(木)-16日(火)必着

.申し込み・問い合わせ

[小学生・市外中学生]

大村市陸上競技協会・尾曲(富の原1丁目1176-2Te1.55-3536) 

[市内中学生]

桜が原中学校内 川口(桜馬場2丁目287-1Te1.55-1166) 

豊かな食生活を応援します

γィヨトどJC
お問合せ電話52・5060

E重Illi睡忌;c:r，遍言量



市役所

ft53・4111(代表)

第
剖
回
全
国

J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

ッ

ク
カ

ッ
プ
夏
季
水
泳
競
抜
大
会
に
出
場
、
第

お
回
西
日
本
年
齢
別
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

と
桜
島
・
錦
江
湾
横
断
遠
泳
大
会
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
メ
イ
ツ
ス
イ

ム
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

(8
/
幻
・
市
役
所
)

平
成
均
年
度
九
州
中
学
校
体
育
大
会
、
全
国

中
学
校
総
合
体
育
大
会
に
出
場
し
た
選
手
の

皆
さ
ん

(8
/
2
・
市
役
所
)

... 圃，...... 

第
お
回
全
日
本
レ
デ

ィ
ー
ス
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
に
出
場
し
た
大
村
婦
人
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

(8

/
幻
・
市
役
所
)

第
叫
回
九
州
学
童
軟
式
野
球
大
会
に
出
場
し

た
大
村
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

(8
/
叩

・
市
役
所
)

、-
第
羽
田
九
州
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー

ル
中
学
校
の

部
に
出
場
し
た
郡
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ

ん

(8
/
幻
・

市
役
所
)

第
市
回
九
州
小
学
生
体
操
大
会
に
出
場
し
た

大
村
体
操
ク
ラ
フ
の
皆
さ
ん

(8
/
叩
・
市
役
所
)

第
9
回
全
日
本
銃
剣
道
選
手
権
大
会
で
個
人

優
勝
し
た
古
川
竜
秀
さ
ん

(8
/
お
・

市
役
所
)

私たち有!岩藤清掃は水・空気・大地“環境問題"のヘルパーです

あなたのまわりでお困りの事があったら、まずアクセスして下さい0

・本社 ・長崎営業所(長崎市中里町1728)

TEL (0957) 55-8213 TEL (095) 813-9535 
FAX (0957) 55-7114 FAX (095) 813-9534 
Ej-)~ iwafuji@sirius.ocn.ne.jp 

rlWAFUJI is the eco・friendlyCORPORATIONj 
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第
市
回
全
九
州
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女
優
勝
大
会
に
出
場
し
た
福
重
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん

(
8
/
お
・
市
役
所
)

第
切
回
国
民
体
育
大
会
夏
季
大
会
に
出
場
し

た
大
村
市
の
選
手
・
役
員
の
皆
さ
ん

(
8
/
引
・
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
)

第
1
回
高
校
生
「
も
の
‘
つ
く
り
コ
ン
テ

ス
ト

全
国
大
会
」
の
建
築
系
木
材
加
工
部
門
で
優

勝
し
た
中
山
昭
道
さ
ん

(9
/
3
・
市
役
所
)

に
腕
剖
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(
敬
語
)

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
山
本
幸
子
V
尾
崎
光

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
鈴
田
君
枝
H
m
万
円
V

桝
本
隆
太

H
叩
万
円
V
今
村
啓
子
H
m
万
円
V

田
中
マ
サ
子
H
m
万
円

す
こ
や
か
福
祉
基
金
へ

V
中
村
研
二
日

2
万
円

V
山
田
正
俊

u
m万
円

大
村
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

V

桝
本
隆
太
リ
5
万
円

鈴
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
松
尾
菊
次
H

m万
円
V
本
村
博
美
H
5
万
円
V
渡
造
昭
義
H
5

万
円
V
吉
本
武
人
H
m
万
円

。
一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V
大
村
市
役
所
職
員
有
志
日

日
万
8
、
7
1
2
円
V
コ
マ
ツ
電
子
金
属
労
働

組
合
長
崎
支
部
H
m
万
5
、
9
0
9
円
V
ア
サ

ヒ
フ
l
ド
側
H
3万
円

清
和
霞
へ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
松
尾
謙
・

小
下

一
義
)

V
瀧
野

子
供
の
家
へ

V
桝
本
隆
太
リ

5
万
円
V
今
村
啓

子
H
3
万
円
V
赤
水
清
春
H
1
万
円
V
多
良
見

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
H
1
万
円
V
フ
ェ
ス

タ
大
村
屈
V
九
州
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
協
会
V
側

資
生
堂
社
会
福
祉
事
業
財
団

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
伊
東
秀
俊
V
野
口
ハ
ツ
V

三
浦
牌
亜
V
徳
田
節
子
V

J

A
葵
の
会
(
山

口
・
福
田

・
小
林
・

清
水
・
入
江
・
平
野
・
喜

野
・
梶
崎
・
古
川
)

V
溝
上
絵
梨
V
下
回
あ
ゆ

み
V
豊
増
治
美
V
相
良
奈
津
子
V
三
村
智
津
子

V
さ
わ
の
い
本
屈
V
田
川
奏
恵
V
樋
口
裕
子
V

長
谷
川
綾
V
山
下
ち
づ
る
V
高
木
奈
美
子
V
高

田
芳
子
V
高
田
文
恵
V
牛
島
聡
子
V
川
原
真
砂

子
V
中
島
真
弥
V
宮
本
由
香

松
原
の
さ
と
へ

V
杉
原
ひ
ろ
み
V
杉
原
由
紀
V

杉
原
圭
二
V
山
田
庚
平

泉
の
里
へ

V
立
正
佼
成
会
諌
早
教
会
大
村
支
部

V
登
貴
和
木
会
V
永
淵
屋

慈
恵
荘
へ

V
松
尾
菊
次

U
5
万
円
V
本
村
博

美
H
5
万
円
V
永
淵
屋
V
松
永
シ
ズ
エ

V
辻
み

ち
子
V
菅
ひ
ろ
子
V
た
め
な
が
附

光
と
緑
の
圏
へ

V
黒
木
医
院
H
5
万
円
V
天
理

教
婦
人
会
V
九
州
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
協
会
V
中

地
区
お
話
の
会
V
つ
く
も
食
品
V
陸
上
自
衛
隊

大
村
駐
屯
地
曹
友
会
V
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空

基
地
上
曹
会
V
大
村
遊
魚
組
合

ワ
ー
キ
ン
グ
ヒ
ル
ズ
へ

V
藤
井
ス
ナ
子
V
園
由

美
智
子
V
大
原
千
恵
子
V
田
口
明
子
V
岩
永
陶

器
V
山
口
雄
二
V
柳
原
康
晴
V
野
村
健
一

V
高

田
芳
子
V
高
田
文
恵

箕
望
荘
へ

V
山
下
シ
ヅ
V
大
村
遊
魚
組
合

一
お
詫
び
}
ご
寄
付
・
ご
好
意
を
い
た
だ
い
た

方
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し
、

謹
ん
で
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

(8
月
号
)

社

会

福
祉
協
議
会
へ
一
般
寄
付

い
た
だ
い
た
の
は
「
や
ま
み
ち
歌
謡
教
室
」
で

し
た
。

(
9
月
号
)
譜
面
台
な
ど
を
寄
贈
い
た

だ
い
た
の
は
「
歳
末
演
奏
会
実
行
委
員
会
」
で

し
た
。

文
化
基
金
へ
寄
付

香
典
返
し
と
し
て
松
尾
美
知
子
さ
ん
(
土
辛
町
)

よ
り
1
0
0
万
円
を
文
化
基
金
へ
寄
付
し
て

い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(7

/
白
・
市
役
所
)
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講座案内
申込方法
往復はがきに住所・氏名 (親子) ・年齢 (学年) ・性別・電話番号 ・希望講座名

を書いて申し込んでください。(申込多数の場合、抽選)
申央公民館
・申し込み・問い合わせ結果は開講の1週間程度前までにはがきで通知します。

豆講料無料 (ただし、教材費が必要です)

定 員 1クラス12組 (親子2人で1組)

836幸町25-33 (コミセン)

合 54-3161固54-3162
申込期限 10月22日(月)必着

親子英会話講座
外国人講師から親と子が一緒に英会話を楽しく学びながら 、親子のふれ合いや外国の人々とのコミュニケーションを深めます。

-・・E翠~圃・・
親と子の英会話講座
(高学年)

親と子の英会話講座
(低学年)

申込方法

-z圃草圃

11月10日~
3月23日

11月10日~
3月23日

-圃琵司冨吉田・

1回2時間X18回
(毎週土曜日)

1回2時間X18回
(毎週土曜日)

圃厨.. ヨ圃-E吉田園

14 : 00~16 : 00 

14 : 00~16 : 00 

小学校4~6年生
とその来見

小学校1~3年生
とその車見

外国人講師

外国人講師

往復はがきに住所・氏名・年齢・性別・電話番号・希望講座名を書いて

申し込んでください。(申込多数の場合、抽選) -申し込み・問い合わせ

豆講料無料 (教材費は実費) 干856-0814松並1丁目246ー 5

申込期限 10月10日(水)必着 合 53-13ワ6

-・・・I*J・E翠--M司・-園E蓮田ヨ・置罰百11盟圏

流行唄や郷愁のしらべを奏でてみませ 10月 22 日 ~12月 1 7 日

はじめての大正琴 んか。初心者対象です。 全9回 毎週月曜日 成人 20人 専門講師
10 : 00~1 2 : 00 

子どもたちにf可かしてあげようと思っ 10 月 22 日 ~ 1 1 月 26 日

子ども支援ボランテイア ている方のために実施するボランティ 全6回毎週月曜日 成人 15人 おはなしの会

ア入門の教室です。 13 : 00~15 : 00 

女性に関わる諸問題について学習し、 10 月 24 日 ~ 12月 12 日

女性いきいきセミナー 魅力ある女性の生き方を探ります。 全8回毎週水曜日
10 : 00~1 2 : 00 

婦人 30人 専門講師

高齢者のための
心豊かに、いきいき生きるために、高 10月 1 9 日 ~12月 21 日 歳以上男女
齢期の健康づくり ・生きがいづくりに 全8回 毎週金曜日 60 の 峰ひとみほか

フレッシユ大学 ついて楽しく学習します。 13 : 30~1 5 : 30 40人

人材養成講座その① 市内の古城を訪ね、かつてそこに存在 11月3日・17日・12i'l1日

大村の城は語る した城郭 ・生きた人の生活を学習 しま 土曜日3回 成人 25人 専門講師

す。 9:00~1 2:00 

人材養成講座その②
福祉のあらゆる現場で介護等に携わっ 11月4日 (日)

福祉の現場で役立つ ている方のために開催する実践版福祉 10 : 00~16 : 00 成人 50人 専門講師

レクリエーションセミナー レクリ 工ーション・ セミナーです。
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... SEAHAT INFORMATION ... 
メデンアグーア;ji';;{ど。-j>"とバワーにフフ」主流吾、近Jウの2DAYS!!
市制60周年記念事業

JBLスーパーリーグ2001大村大会

いすY自動車ギガキャッツ vs
松下電器バナソニックスーパーカンガルーズ

11月3日国.4日固メインアリーナ
11/3 11: OO~ 福岡大学女子バスケ ッ トボ ル部 vs西南女学院大学バスケットポール部

15: OO~ いすぜ自動車 vs 松下電器
11/4 10: 30~ 長崎県郡市対抗バスケ ットボール中学3年生選抜男女決勝戦

15: OO~ いすゾ自動車 vs 松下電器

.チケ ッ ト (前売券の販売は10月31日まで)

単日券

両日券

小学生

500円
(当日700円)

700円

※両日券は前売りのみ。

中高生

1，000円
(当日 1，500円)

1，500円

一般

2，000円
(当日2，500円)

3，000円

4雪h
'Ei孟屯週
、~

[チケッ ト取扱}市内各スポーツ庖・シーハットおおむらスポーツ棟事務室

大相撲六泊場筒
12月2日固メインアリーナ

[チケ ッ ト取扱1
0大村場所実行委員会事務所

(交流スぺス「のあJ2階)

14，000円
11，000円
9，500円
8，000円
7，000円
4，500円
2，500円

Oシーハッ トおおむらスポーツ棟事務室

。大村商工会議所

市制60周年記念事業

恒側

O県央農協

おなじみ永さんの爆笑トークは
開演15分前にスター ト。
ご来場はお早めに!

10月15日固さくらホール
開場18: 30・開演19: 00 
園チケ ッ ト (全席指定)一般3，000円・会員2，700円

[出演]
トーク永 六輔

落語入船亭扇遊

講談神田北陽

漫才笑組

大神楽柳貴家小雪

-1:~!ü1軍国・~:~I;届言語E嗣副E臨m~;t'主主主司副I;~徒指事!~毒事圃圃

総柑夫書記舞犠
11月13日[亙市民会館
[昼の部]12: 00開場・ 12: 30開演
[夜の部]17: 30開場・ 18: 00開演

.チケ ッ ト[全席指定]
E 凡 .. .. ""，... rT可 ノヘロ，...，....，..."， r門 π士、='=

I ~""" .， • ~"" ..J ミ d-; ζ~コ フ-c7C

B席・・・・・…・一般3，900円 ・会員3，500円
C席一…ー・・一般1，600円・会員七400円

ゎ努，

よわなさけ うき立のよこぐ し げんじだな かんじんちょう

演目 [与話情浮名横櫛」源氏自・「勧進帳J

歌舞伎が1001音楽しくなる!

同時解説イヤホンガイドのご案内

舞台の動きに合わせて、あらすじ、配役、約束事などを
タイミングよく説明します。当日ロビーで貸し出します。

・使用料600円+保証金1，000円
※ただし、保証金は器機と引き換えにお返しします。

L 付ツトの販売榔合わせ J 
d・也シーハットおおむら スポーツ棟事務室・7200

午前9時~午後i[tl時・月曜日休館 』
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二酸化炭素などの温室効果ガスにより地球温暖化が大きな環境問題になっています。

そこで、ケナフという植物が注目されています。

ケナフはアオイ科ハイビス力ス属の一年草で、

地球温暖化の原因となるC02を他の植物より多く吸収します。

5月頃に種植えしたケナフはC02をどんどん限収しながら成長し、

秋には3m以上まで、大きくなり;真っ白な花を咲かせます。

この「ケナフの祭典jでは、皆さんが育てたケナフの高さや重さなどのコンテスト、

ケナフに関するクイズ大会、その他環境に関するいろいろな催しを行います。

育てたケナフと一緒にぜひ参加ください。

A
フ

'.' 

wp:
、
d
是耳
e

【展示関係]

Oエコ・力一展示・試乗

Oケナフの写真・絵応募作品展示

O地球環境保全ポスター入賞作品展示

O地球温隠化に関するパネル・写真展示

Oゴミの分別・リサイクルコーナー

10/ 出

同1
ぬ

4 

Event Schedule ※すべて参加は自由です。

1 0:00~11 :30 9:30 

開
会
式

9:40~12:00 

エ
コ
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

公
園
一
帝
に
設
置
し
た
旧
か
所
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
で
環
境
ク
イ
ズ
に
肘
合
え
よ
う

〈
王
間
正
解
者
に
は
賞
品
が
あ
る
よ
1

1 0:00~11 :00 

※ ケ紙 ~
先ナす -J
蒼フき ー』
1かキ J
Oらツ 回一'
O紙卜 J

人左京 紙
リス 勺r
まタ "7 
すル 喧io

Oく 巴二

合体
言験
て

1 0:00~1 1 :00 

ケ
ナ
フ
コ
ン
テ
ス
ト

①
の
っ
ぽ
コ
ン
テ
ス
ト

②
重
さ
コ
ン
テ
ス
ト

③
骨
太
コ
ン
テ
ス
ト

※
ケ
ナ
フ
は
地
表
部
分
か
ら
切
っ
て
、
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い。

エ
ン
ト
リ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
門
で
ひ
と
り
1
本
と
し
ま
す
。

参
加
受
付
は
当
日
し
ま
す
。

-R副賞
と
し
て
豪
華
景
品
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

環
境
ビ
デ
オ
上
映

11 :00~11 :30 

閉
会
式

酢 ケ
宍 ナ
j空フ
位た ~
入ヤ ，-
賞iり
崩 投
雪量 げ
り離
。を

11 :00~12:00 

廃
油
石
け
ん
づ
く
り
実
演

11 :30 

優ケ ノー，
勝ナ J

言Zイ
提示 ズ
ケて コ=
ナの ー」

夜 選
幻 手
告さ権

12:00 

ケナフの祭典で展示する写真・絵を募集します。応募作品は、イベン 卜当日、公園内の緑のふれあい館内に展示します。
[応募規格]・テーマ:ケナフに関するものであればなんでもかまいません。ケナフやケナフの花そのもの、あるいはケナ
フと人物との組み合わせ、ケナフのある風景など 、自由に設定 してくださいo e対象 :年齢は問いません。子どもから大人
の方ま で幅広い応募をお待ち し ています0 ・写真: プリント写真 ・サービスサイズ~4 つ切りサイズまで (ネガもあわせて
提出してくださし、)e絵 :画用紙 4つ切りサイズ。画材は自由。・提出:作品の裏に必要事項 (作品タイトル・住所・名前
・年齢・電話番号・学校学年)を記入の上、 「干856.8686玖島1.25大村市環境保全諜」に持参または郵送 してください。
.締め切り :10月12日(金)

ケナフの写真
ケナフの絵募集

広報 OMURA

困 困 インターネット四おおむら」でもl情報発信中!
昆~ ・大村市公式ホームページ .ご意見 こ感想をお聞かせくださいc

~~面 旦 http ://www.city.omura .nagasaki .jp/ 図 E-mail :kouhou@city.omura.nagasaki.jp 
E・E・....・毎月1回発行 ・発行:大村市 ・干856.8686長崎県大村市玖島1丁目25番地 1i53-4111俄) ・市民の声フ ァクス :1iAl54-6600 
・ーー・・‘ー・ ・編集 :大村市秘書広報課・印刷:第一印刷株式会社

-世帯33，183世帯 (+125) 
f広報おおむらjは再生紙 (古紙40%)を使用しています。

-女45，025人 (十68)-人口86，799人 (+193) ・男41，774人 (+125)
8月末現在 ( )内は前月比 (住基法、外登j去に基づく )
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子育てつどい

ふれあい爽満室

すこやかセンター2階に、小学校入学前の乳幼児親子で

自由に来て、自由に遊べる部屋があります。

どうぞご利用くださし ¥0

[月~金 (祝祭日を除く)午前10時~午後4時]

おしゃべりしたり、子どもと遊んだりして、みんなで楽しいひとときをすごします。小学校入学前の乳幼児親子力ず対

象です。無料ですので、気軽にご自由に参加してくださし ¥0

つ ど い 名 内
r谷すそ、

月 日 日寺 間 土暴 所

ふれあい あ そ び サーキットあそび 10月 2日(火) 10時----11時 すこやかセンター

おはな し の 会 絵本の読み語り 10月10日(フ1<) 10時30分----11時 図 書 館

手作りおもちゃの会 牛乳パックを使って作ろう[*1] 10月16日(火) 10時----11時 すこやかセンター

誕生日のつ ど い 10月生まれの誕生児を祝おう 10月23日(火) 10時30分----11時 すこやかセンター

10月 3日(水) =浦幼稚園

5日(金) 松原出張所

出前子育てひろば、 運動会ごっこ[*2J 12日(金) 10時----11時30分 西大村コミセ ン

19日(金) 福重出張所

24日(水) 竹松保育所

[* 1]手作りおもちゃに持ってくるもの・・・牛乳パック、ひも30cm、はさみ、カッターナイフ、油性マジ、ック、セ口テープ

[* 2J戸外で行います。運動しやすい服装で帽子・水分補給の準備をお願いします。

0子育て支援センターは、このほか子育てに関する 子育て支援センタ一 (すこやかセンタ一内)TEL54-9100 

情報提供・相談などを受け付けています。 午前8時30分~午後5時15分 (月曜日~金曜日)

Aともに歩む親と子j 可
h子育てつどい連続講座受講生募集d

子どもの年齢に合わせた、親子で参加できる講座です。親

と同年齢の子どもが集まり、いっしょに遊んだり、子育てについ

て学び合いながら仲間づくりのきっかけにしてくださし1。

今回は、8か月----1歳3か月未満児コース (平成12年8月生ま

れ~平成13年2月生まれ)を募集します。

会場 コミュニティセンター

時 間午前10時----11時

募集組 12組 受 講料無料

月 日 内 円谷《口

11月 8日(木) 自己紹介・親子遊び

15日(木) いきし噌子育て

22日(木) 楽しく食べる

29日(木) 親子遊び・フリートーク

講 師

スタッフ

育児情報誌主管

栄養士

スタッフ

申し込み:10月1日 (月) 午前9時から受付開始

子育て支援センター (すこやかセ万一内)TEL 54-9100 

s 月は食生活改善普及月問 、
L食事は品数多く、活動量に見合った量を・~

日常好きなものば、かり食べると、栄養のバランスが偏り、エネ

ルギーの過剰摂取をもたらします。

偏った食生活は健康をおび‘やかし、生活習慣病を引き起こ

します。後年にツケをまわさないように、今の食生活を見直して

みてはいかが、ですか。

日3食、規則正しく食べる

2 適正体重を知り、自分の活動量に見合った食事量をとる

・間食や夜食はとりすぎない ・飲酒はほどほどに

3 栄養バランスを考えて食べる

-主食、主菜、副菜を基本にバランスよく食べる

.食品群をまんべんなく。目安は1日30品目

4 食塩や脂肪は控えめに

・外食や加工食品の過度の利用など、食塩や脂肪のと

りすぎに気を付ける

-食塩の摂取は1日10グラム未満に

【子育て講演会~子どもと自然・家族の成り立ち~】

日時 10月14日 (日) 午後1時30分----4時30分

場所諌早文化会館大ホール 入場料無料

申し込み・問い合わせ (FAXまたはe-mailで)

..，、向、

国立病院長崎医療センタ-r子育て講演会」

FAX54一0292 TEL 52-3121 

e-mail: kosodate@nmc.hosp.go.jp 

※電話でのお申し込みはご遠慮、くださし ¥0

講演内容

1 r育児の原点 母乳育児をすすめるためにj

2 rパングラディシュにおける母子医療の現状」

3 r育児における甘えの意義」

4 r内なる自然」

5対談
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成人の健康相談(40歳以上)

福祉センター

ふれあいリハビリサロン

すこやかセンター
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Zう堅持さと m IFI 当番医 (9:00~18:00)
い津田胃腸科内科医院当番医 (9:00~18:00) 1-'岸"""~比ム

.ヴフジ川イ胃腸科ク伊リjにニ y汐ク 1 -~胃開お2弘町 5臼応引5ら引-寸1附5印507肝7
~胃腸科.内草科ヰ以(東本町5臼4-剖8邸68朗6)トむたクリニツク

-下山耳鼻咽喉科医院 I -整形外科・消化器科
~耳揖咽喉科(J東口町55-0648)I 古町2丁目 52-4501 ) 

[ffJ当番医 (9:00~18:00) 四乳幹部野o相談
-くすもと内科クリニック |生活習慣病予防相談
~内科・循環器科 13:00-16:00 

(古賀島町 20ひ一8585) こやかセンタ一

大村中央産婦人科 ド4叩r2然然空翌1巴害
~産婦人科 、| す司やかセンタ

(水主町2丁目 52-3850) I γ 
' | ※ 子健康手帳を持参

竺l四l当番医(…00)

-中村医院
~内科・小児科

(本町 52-2733) 
・わたなべ耳鼻咽喉科医院
~耳働咽喉科

(杭出津2丁目 52-2003) 

四当番医(9:00~18:00)
-牧山医院
~内科・外科

(宮小路2丁目 55-7831 ) 
.伊崎脳神経外科
~脳神経外科

(東本町 54-4230) 

四|
ことばの教室

13:30-16:00 
すこやかセンタ
※母子健康手帳を持参

レ引 1/01第2厚忍ffぷスクール1111
ト一一一」 すこやかセンター トー一一」

ことばの教室(親子つどいの広場)

すこやかセンタ

回Z
ふれあいリハビリサロン

13:30-16:00 
すこやかセンター

区ー

受付(4か月兜) 9:30-11 :00 
(10か月別上)13:30-15:00 
すこやかセンター
※現在使用中の子供用歯ブラシ

またはガゼを持参

1/71 リハビリ教室I ， I I 9:30-
」一一」 川棚

内容リハビリ交流会

幼児教室「お口の健康と食生活」
対象 H11.4月-H11.5月生まれ
受付 9:30-9:45
すこやかセンター

上

レ

J

l

J

1

 

抗

一

よ

吋

l

ク
す

件

目

ス

で

3

一

地
己
主
一
イ
番
珂
タ

昨
日
夕
テ
出
口
ン

キ

~ン

こ
ん
2
セ

康

0
セ
二
さ

~か

健
叩
副
砂
川X
∞
沖

「
|
1
0
1
在
町
向
似
杭

一'''一
i

J

3

一

れ

れ

一

成

第

一

場

一

広

一

の

一

3
5
前

ι
-
正
O
H

o
-
一
町

川

潤

わ

ω
小
都
ロ

タ

査
二

一都
品
忠
U

一対比

診
刊
唯
一
席
ル
倒
町
小
川
淵
砂
町や

康
ひ
判
一
団
山
一
耐
絞
れ
丸
山
崎
川
こ

雄
日
間
一
献
l

l

明
日
一
k

明
日
す

-

U
1
1

J
|
」

は

か

受

説
付

m
X
J
一
と

長

3
受

1
Lい
て

」

吋

ことばの教室(親子つどいの広場) I ふれあいリハビリサロン
9:30-11 :30 13:30-16:00 
すこやかセンター | すこやかセンター

3歳児健康診査
受付 13:00-13:20

すこやかセンター

大1歳6か月児健康診査平成12年3月生まれ
(平成11年10月から平成12年2丹生まれでまだ受けていない人も受診 してください)

会3歳児健康診査平成10年4月生まれ
(平成9年11月~平成10年3月生まれでまだ受けていない人も受診してください)

カリハビリ教室大村市内にお住まいの40歳以上の人で、心身の機能が低下している方が対象
(原則として介護保険のサービスを受けていない方)

大ふれあいリハビリサロン 病気やけが等で体の機能の低下がみられる方が対象(原則として介議保険のサー
ビスを受けていない方)*ご希望の方はかかりつけ医とご相談のうえ、おこしください。

すことばの教室ことばの発達等が気になるお子さんや、育児で困ってL、るお母さんが対象(初回は電話で申し込み)

.問い合わせ すこやかセンター 54-9100

....-' 

。10月は、固定資産税(第3期)
国民健康保険税(第4期)
の納税月です。

納税は便利な口座振替で!! 

健康テレホンサービス 税務署からのお知らせ
1 ft0956・23・4300

今月の税金

乳幼児すくすく健康相談

四 画商 四|

1201耳とことばの相談
ト一一一~ 13:00-15:00 

福祉センター

-聴覚・言語機能障害に対する
医師、指導員の診察・相談

.専門メーカーの各種補聴器の相談

.身体障害者手帳、補聴器の
申請受付

~ 四
リハビリ教室 第4回マタニティスクール

9:30-13:00 
すこやかセンター

主な公共施設

大村市役所 ft53・4111

西大村出張所 ft53・3725

=浦出張所 ft52・6475

鈴田出張所 ft52・2023

萱瀬出張所 ft55・7001

竹松出張所 ft55・8314

福重出張所 ft55・8614

松原出張所 ft55・8501

大村市清掃センター ft54・3100

大村市水道局 ft53・11 1 1 

大村市立図書館 ft52・2457

大村市立史料館 合 53・1979

大村市総合福祉センター ft53・1351

大村市保健福祉センター 合 54・9100
(すこやかセンター)

大村市体育文化センター 合 20・7200
(シーハットおおむら)

コミュニティセンター ft54・3161

男女共同参画推進センター ft54・8715

ボランティアセンター 合 54・8725

大村市立病院 合 52・2161

大村市民会館 ft52・2739

中地区公民館 ft53・1376

大村警察署 ft54・0110

大村消防署 ft52・4138

合月の競艇開催日

4日"-J8日 一般戦競走

JLC杯争奪戦競走

一般戦競走

全日本選手権競走(場外)

一般戦競走

11日"-J15日

19日"-J22日

23日"-J28日

26日"-J29日

13:30-15:30 
すこやかセンター
内容・リハビリ交流会反省会

四l 四|
第5回マタニティスクール

13:30-16:00 
すこやかセンター

月 虚血性大腸炎

火 大腸憩室症ー急に起こる下血や腹痛

水 子どもの解熱剤

木 最近の祷痛の治療について

金 グループホーム

土日 初潮

災害など、にあったとき・.. 

地震、火災、風水害などの災害
によって住宅や家財などに損害
を受けたときは、確定申告で所
得税を軽減することができます。

-諌早税務署 (ft22・1370)

跡州国 ケーブルテレビ Jρ・オクトパjレス60ch

箇凶広報おおむら Q 
園 番組ガイド 対 一日日

7 : 00--7 : 05 
大村市のイベント案内やお知らせなどの情報番 10 : 00--10 : 05 
組[広報おおむら」をオクトパルス側で放映を 12 : 00--12 : 05 

しています。 16: 00--16 : 05 

どうぞご覧ください O 20:oo~20:05 
22 : 00--22 : 05 

オクトパルス(株)TEL54・3811 25 : 00--25 : 05 

-・.1~軍司1S1苗・・・

， 三種混合・麻しん・風しん

予防接種実施中!
年間を通じて実施していますので、お子様の体調のよい時に受けてください。

詳しくは「健康のしおりと国民健康保険」をご覧くださし、。

※10月から新たに「たしろ医院(大川田町)H28・8686Jでも予防接種が

受けられます。、

健康増進課 53-4111(内線140) ，
 

J
t
 

合月の定例相談日
市民相談コーナー(市役所正面玄関を入ってすくJ右側)

で、すべて無料で・行っています。お気軽にご相談くださし、。

3日(水) 法律相談 10:00-15:00 

4日(木) 人権相談 10:00-15:00 

11日(木) 行政相談 9:30-12:00 

17日(水) 法律相談 10:00-15:00 

23日(火) 交通事故相談 10:00-16:00 

24日(水) 年金相談 10:00-15:00 

26日(金) 不動産相談 13:00-16:00 

※法律相談を除く相談の受け付けは、当日の午前8時30分
からです。(電話での受け付けはいたしません)

法律相談の受付が予約制にかわりました
相談の受付は、相談日の1週間前から予約票を提出していた
だく受付方法に変更しました。
予約受付開始日の午前9時30分から受付を開始しますので、
希望される方は市民相談コーナー窓口で申込みをしてください。
電話での受付はいたしません。ただし、申込みが10人になり
次第締め切ります。なお、相談希望者が多いため、同じ内容
による複数回数の相談をお断りしています。

予約受付開始日

10月10日(水)

10月31日(水)

法律相談日

10月17日(水)

11月 7日(水)

-問い合わせ 市民相談室 (内線193)

大村市内の交通事故発生状況
8月末現在、

区 分 件数・死傷者数 前年同期比

人傷事故 361 +26 

死 者 3 +2  

負傷者 448 -1 

物損事故 1 ，1 1 6 -40 
J 



.' 

〔未就園児交流のための幼稚園内開放を行います】

平成7年4月2日~平成9年4月1日生まれの在宅で保育をされている幼児を対象に幼稚園内の開放を行います。

時間午前9時頃--....11時頃まで

日程

10月・・・ 3日休) =浦幼稚園、10日(水) 西大村幼稚園、 12日(金) 放虎原幼稚園、25日休) 鈴 田幼稚園

11月・・・ 2日(金) 大村幼稚園、13日(火) 松原幼稚園、29日休) 鈴田幼稚園

12月・・・ 1日出 大村幼稚園、13日休) 鈴田幼稚園

1月・・・ 16日(水) 西大村幼稚園、24日休) 鈴田幼稚園

2月・・・ 2日出 大村幼稚園、26日(刈 放虎原幼稚園

3月・・・ 1日後)福重幼稚園、 2日(土) 大村幼稚園、 6日(水) =浦幼稚園 ・松原幼稚園、

8日後)竹松幼稚園

※詳しくは各幼稚園にお問い合わせくださし ¥0

三浦幼稚園 (TEL53-1550)、鈴田幼 稚 園 (TEL53-1551)、大村幼稚園 (TEL52-2549) 

西大村幼稚園 (TEL52-4502)、放虎原幼稚園 (TEL52-3564)、竹松幼稚園 (TEL55-8301) 

福重幼稚園 (TEL55-8741 )、松原幼稚園 (TEL55-8721) 

【ポリオ(小児まひ)ワクチンの投呈主血這a問い合わせ:健康増進課 TEL 53-4111 (内線141)

対象者:1回固または2回目を受けていない生後3か月 --....90か月来満の乳幼児

受 付:午後1時--....1時50分 実施場所

料金:無料

受けることができない乳幼児:
西大村コミセン

-熱がある =浦出張所

・急性疾患にかかっている

-予防接種によ って強いアレルギ一反応をおこしたことがある
鈴田出張所

・現在、下痢をしている すこやかセンター

・生ワクチン (麻しんなど)接種後4週間または不活化ワクチン (三種混

合など)接種後1週間を経過していないとき
萱瀬出張所

その他注意事項: 竹松出張所

-母子手帳をご持参ください。

• 1年以内にけいれん (ひきつけ)をおこしたことのある乳幼児は、意見
福重出張所

書など主治医の許可が必要です。 中地区公民館

・各会場とも駐車場が限られていますので、できるだけ自家用車でのご来

場はお控えくださし ¥0
松原出張所

.昭和mJ年~年生まれの方ヘ 可
Lポリオ(小児ま込よ血盆丘追血ι孟ι... 

申し込み・問い合わせ:

健康増進課 TEL53-4111 (内線141)

昭和50年から52年生まれの方について、ポリオの免 料金:無料

疫を保有している方の割合が他の年齢層に比べて低いこ 回 数:1回のみ

とが厚生省の調査でわかりました。 受けることができない場合:

対象になる方は、次の時期にポリオ予防接種を受けま ・熱がある

しょう 。ただし、申し込みが必要です。 急性疾患にかかっている

接種 日

10月23日(火)

10月24日(水)

10月25日(木)

10月26日(金)

・ポリオウイルス常在国に渡航されるとき ・予防接種によ って強いアレルギ一反応をおこしたこ

・お子様がポリオワクチン接種を受けるとき とがある

※お子様に接種されているポリオワクチンウイルスが

体内から排出されて感染するおそれがあります。

予防接種の種類:任意接種 (法で決められたものでは

ありません。)

対象者:昭和50年--....52年生まれの大村市民

接種場所および日程:上記の乳幼児ポリオ接種目程表

のとおり

-現在、下痢をしている

-医師が接種を行うことが適当でないと判断したとき

注意事項:

• 1年以内にけいれん (ひきつけ)をおこしたことの

ある人は、意見書など主治医の許可が必要です。

-各会場とも駐車場が限られていますので、できるだ

け自家用車でのご来場はお控えください。
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